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The world is always right here

世界は
いつも

“ここ”に
ある

文・グローブヴォイス編集室　写真・岩崎美里（p3）／竹井俊晴

世界70カ国1地域から来た留学生と世界14地域27言語を
学ぶ日本人学生が集う東京外国語大学。
言語、文化、宗教、習慣……が多層的にまざり合う
ここにしかない日常風景を追う。
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2014 Number 9

2010年春に広報誌を創刊しまし
た。タイトルは「GLOBE Voice」。

「地球」と「声（=人）」という２つの言
葉を合わせた造語です。東京外国
語大学の使命は、「地球をつなぐ
声」を発することができる人材を育
てること。そのためには、さまざまな
国の文化・歴史といった、背景を知
ることが欠かせません。9号目となる
今号は、日常的に異文化にふれ、
多言語が飛び交う東京外大のキャ
ンパスライフを特集しました。

Japan

China

Japan Japan

Italy

Japan

Japan

Viet Nam
Sweden America Japan

Japan

Japan

Japan

Japan

Japan

Japan

JapanJapanPhilippinesPoland
Brazil

Italy

Indonesia

Spain
Japan

Japan

Viet Nam
Indonesia

Russia

Japan

Japan

America
Slovenia

Spain
America

Russia

2GLOBE Voice 2014, Number 9GLOBE Voice 2014, Number 93



留
学
生
と
対
等
に
討
論
で
き
る
よ
う
に
な

る
学
生
も
出
て
く
る
と
い
う
。

 「
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
で
の
出
会
い
が
発
展
し
、
互

い
の
国
を
訪
問
し
合
い
、T

w
itte

r
や

Facebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
卒

業
後
も
永
続
的
に
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
情

報
交
換
を
続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

う
で
す
」（
岡
田
教
授
）

　
授
業
以
外
に
も
世
界
と
の
つ
な
が
り
が

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
東
京
外
大

の
魅
力
だ
。
廊
下
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で

何
カ
国
語
も
の
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
、
壁
に

は
見
な
れ
な
い
文
字
で
書
か
れ
た
ポ
ス
タ

ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
放
課
後
に
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
音
楽
や
踊
り
を
楽
し
む

サ
ー
ク
ル
の
学
生
が
民
族
衣
装
を
着
て
歩

い
て
い
る
。
食
堂
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
は
、

　
東
京
外
国
語
大
学
は
、
前
身
と
な
る
江

戸
末
期
の
蕃
書
調
所
以
来
1
5
0
年
余
り
、

一
貫
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
使

命
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
的
に

活
躍
す
る
人
材
を
多
数
輩
出
し
て
き
た
。

一
方
で
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
4
年
７
月
現

在
、
世
界
70
カ
国
1
地
域
か
ら
6
0
0

人
以
上
の
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
日
本

人
学
生
に
と
っ
て
、
多
言
語
・
多
文
化
に

日
常
的
に
ふ
れ
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
。

　
中
で
も
、
留
学
生
と
の
濃
厚
な
交
流
が

で
き
る
講
義
が
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
科
目
。
交
換
留

学
生
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
使
用
言
語

は
原
則
英
語
で
、
日
本
人
学
生
も
履
修
で

き
る
。
議
論
や
発
表
な
ど
を
中
心
と
し
た

内
容
が
多
く
「
西
洋
圏
か
ら
来
た
留
学
生

に
比
べ
、
日
本
人
学
生
は
や
や
消
極
的
で

す
が
、
講
義
が
進
む
に
つ
れ
て
留
学
生
の

発
言
や
質
問
の
仕
方
を
徐
々
に
理
解
し
、

発
言
し
て
み
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

ま
す
」（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
：

岡
田
昭
人
教
授
）。
終
了
時
に
は
、
当
初

は
消
極
的
だ
っ
た
日
本
人
学
生
の
中
か
ら

Mio Ito Ai Obata

　きっかけは先生から届いた
一通のメールでした。「日本の
絵本をカンボジア語に翻訳して
カンボジアで出版、保育者研
修とともにカンボジアの保育所
に絵本を配布する」ボランティ
ア翻訳者の募集。
　入学して半年、授業で学ん
だカンボジア語を実際に使って
みたいと思っていました。カン
ボジアを対象にしたボランティ
アは山ほどありましたが、どう
も食指が動かない。どうせや
るなら私にしかできないことを
やりたいと感じていたところで
出合ったのがこのお話でした。
　私が担当した絵本の特徴は
“音とリズム”。大人が子どもに
読み聞かせてその音を楽しむ
本だと感じました。翻訳でその
魅力を失いたくない。そのため、
文章を作っては口に出し、音
やリズムの調子を確認。ネイテ
ィブの先生や留学生にも発音し
てもらい、何度も繰り返し確認
作業を行いました。完成した本
を手にして感じたのは、一冊の
本を通して培った国境を超えた
名前も顔も知らない人 と々のつ
ながりです。絵本は子どもの記
憶に残る大切なもの。大人に
なった時「そういえばあんな絵
本あったよね」と思い出してく
れるといいな。

翻訳で再現する 
音とリズム

伊藤水音さん
外国語学部カンボジア語専攻4年

　学部2年生の時から約5年
間、「日本語で読む世界のメデ
ィア」のメンバーとして、トルコ
の新聞記事を週一本のペース
で和訳しています。初めのうち
は、トルコの習慣や国民性、
常識などもわからず苦労しまし
たが、記事に関連するさまざま
なこと（文化、政治、国際関
係、歴史など）も同時に学べる
ので、具体的にトルコを理解で
きるようになり、自分の関心の
幅も広がったように思います。
　新聞翻訳は、現地のタイム
リーな状況を把握できます。授
業で学んだ歴史的な出来事が
今にリンクしていたり反映され
ていたりして、とてもやりがい
を感じるのと同時に、不特定
多数の目にとまるので責任の重
さも感じます。トルコ語独特の
言い回しにひきずられずに、わ
かりやすく意味の通る日本語に
するため、語彙力と文脈を推
理する力を養うよう心掛けてい
ます。翻訳の間違いや文法ミ
スなどは先生方が細かく解説し
てくださり、メンバーの間でも
頻繁に意見が交わされるので
勉強になります。卒業後も続け
られるため、進路がなんであ
れ、ずっとトルコとかかわるこ
とができる。そのことをとても
うれしく思います。

中東の“いま”を 
日本語で発信

小幡あいさん
大学院総合国際学研究科地域・国際専攻

博士前期課程2年

2013年10月に伊藤さんを
含む7人が翻訳した絵本8冊が
カンボジアで出版された。
（絵本提供：認定NPO法人
幼い難民を考える会）

人とは少し違う視点で
カンボジアとのかかわりを
持ちたい思いが強かった。

伊藤さんが翻訳した
『ねないこだれだ』

（せなけいこ著、福音館書店）

教
室
で
出
会
い
、

つ
な
が
り

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に

広
が
る
交
流

発言や質問が飛び交う
ISEP科目の教室。異文化理解に
対する積極的な姿勢が養われる。

27言語ある外国語の
授業はネイティブ教員を
中心に指導する。

食堂やカフェテリアは食べ物
を通してコミュニケーション
できる大切なスペース。

CASE. 1
M e d i a  Tr a n s l a t i o n

メディア翻訳
「日本語で読む世界のメディア」トルコ語担当CASE. 2

P i c t u r e  B o o k  Tr a n s l a t i o n

絵本翻訳
カンボジア語翻訳プロジェクトメンバー

キ
ャ
ン
パ
ス
の

そ
こ
か
し
こ
に

国
際
交
流
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

研究室には、ジャンルを問わず
トルコ語関連の書物がずらり（上）。
「日本語で読む世界のメディア」は、
中東、東南アジア、南アジア地域の
7つの言語で書かれた
新聞の和訳を公開している（下）。

毎週水曜日の公開を担当。
辞書を片手に

日本語をひねり出す。
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ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
頻
繁

に
行
わ
れ
、
日
本
人
学
生
と
の
交
流
も
盛

ん
だ
。
教
室
や
サ
ー
ク
ル
の
場
と
は
違
う
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ま
で
含
め
た
異
文
化
交
流

の
中
で
、
国
際
性
や
協
調
性
が
養
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
学
内
行
事
の
中
で
ダ
ン
ト
ツ

に
国
際
色
が
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
外
語
祭
。

毎
年
11
月
の
5
日
間
は
、
世
界
の
音
と
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
味
、
さ
ら
に
国
旗
や
民
族

衣
装
な
ど
の
色
ど
り
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
包

む
。
外
国
語
で
上
演
す
る
語
劇
、
世
界
の

料
理
が
味
わ
え
る
屋
台
、
さ
ら
に
、
フ
ラ

メ
ン
コ
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
舞
踊
な
ど
、
世
界
中
の
舞
踊
や
音
楽
を

間
近
で
体
感
で
き
る
の
だ
。「
パ
ス
ポ
ー

ト
の
い
ら
な
い
世
界
一
周
旅
行
」
と
外
語

祭
を
た
と
え
る
人
も
多
い
。

　
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
日
々
の
出

会
い
が
発
展
し
、
い
つ
し
か
「
日
本
」

「
外
国
」「
日
本
人
」「
留
学
生
」
と
い
っ

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
と
り
は
ら
わ
れ
、
東
京

外
大
の
学
生
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
日
も
遠
く
な
さ
そ
う
だ
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

一
緒
に
食
事
を
取

り
、
そ
れ
以
外
の

時
間
は
、
辞
書
を

片
手
に
勉
強
を
教

え
合
う
留
学
生
と

日
本
人
学
生
の
姿

が
見
ら
れ
る
。

　
課
外
活
動
で
も

交
流
が
活
発
だ
。

留
学
生
の
興
味
は

や
は
り
、
日
本
な

ら
で
は
の
も
の
。

柔
道
や
空
手
、
剣

道
、
弓
道
な
ど
の

武
道
や
、
茶
道
や
華
道
、
書
道
な
ど
伝
統

芸
能
へ
の
関
心
が
高
い
。
日
本
人
学
生
と

同
じ
よ
う
に
サ
ー
ク
ル
活
動
に
励
む
留
学

生
も
多
い
。

　
合
気
道
歴
5
年
の
レ
ブ
ロ
ワ
・
マ
リ
ヤ

さ
ん
（
ロ
シ
ア
出
身
）も
そ
の
一
人
。「
稽

古
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
の
動
き

に
魅
了
さ
れ
合
気
道
部
に
入
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
身
体
能
力
が
劇
的
に
ア
ッ
プ
、

心
の
面
で
は
日
常
の
問
題
に
落
ち
着
い
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
〝
生

活
〞
の
面
か
ら
体
感
し
て
い
る
学
生
も
い

る
。
学
生
寮
で
あ
る
国
際
交
流
会
館
の
居

住
者
だ
。
会
館
内
で
は
茶
道
教
室
や
バ
ザ

　私が代表を務めるTUFS多
文化交流コミュニティ（通称：
たふこみゅ）は、留学生と日本
人学生の交流空間です。東京
外大はさまざまな国から、さま
ざまな背景や考え方などを持
った人が集まり、世界について
さまざまな視点で学んでいます。
この広いようで狭い、また狭い
ようで広い「世界」を「交流」
という形で感じ取ることのでき
る場を作りたいと思い、「たふ
こみゅ」に参加しました。
　レバノン、中国、アメリカ、
モンゴル、インドネシア、ウズ
ベキスタン、ベトナム、フラン
ス、スイス、コロンビア、韓国、
グアテマラ、メキシコ……。参
加した留学生の出身をみても、
本当に多国籍。代表である責
任の重さは常に感じていますが、
支えてくれるメンバーへの感謝
の気持ち、参加者の笑顔を見
られた時の達成感など、社会
という大きなグループの中で生
きていくのに大切なものを、た
ふこみゅから学んでいます。そ
して、たふこみゅを始めてから、
留学生に気軽に声をかけたり、
Facebookなどのメディアでお
しゃべりしてみたりと、私自身
の大学生活がぐんと広がりまし
た。ぜひ「たふこみゅ」であな
たの世界を広げてください。

ここから世界を
 感じてほしい！

若浦仁美さん
言語文化学部（フランス語）2年

毎週金曜日の12：00～12：30、
アゴラグローバル1Fで多言語交流

「たふこみゅFRIDAY」を開催している。

「話したい」「知りたい」という
思いが交差する空間。
どうやったら相手に伝わるか、
実際にトライする場でもある。

Makiko Kobori Hitomi Wakaura

留学生は、日本ならではの伝統芸能や武道に関心が高い。

日本にいながら、世界の「食」
「言語」「文化」を
体験できる「外語祭」。

国際交流会館は、留学生のみが
生活する1、2号館と日本人学生と
留学生が一緒に生活する
3号館からなる。

　会館チューターは、国際交
流会館を住まいとし、居住者
である留学生のサポートを行っ
ています。時間は平日夜8時～
翌朝8時半（土・日は11時半）、
12人のチューターが交代で2

人ずつ在館し、留学生からの
問い合わせに対応しています。
設備に関することや騒音など
居住者同士のトラブル相談が
主ですが、時々救急・警察対
応など突発的なトラブルへの対
応もあり、チューターを始めて
随分と物おじしなくなりました。
また、生活環境をより良くする
ための策を留学生課の方と話し
合う中で、広い視点から物事
を解決する考え方が身についた
ように思います。
　留学生を見ていて驚くのは、
日本語の上達や生活になじん
でいくスピード。ほとんど日本
語を知らなかった学生が、1カ
月もたつと日本語で話しかけて
きたり、他の国・地域の学生
と親しくなっていたり、会館の
生活を楽しんでいます。誰かの
役に立ちたいと思い学部時代
には個人チューターを、さらに
より濃密な交流を求め大学院
に進んでからは会館チューター
になりました。チューターは有
意義な学生生活を送る一つの
手段かもしれません。

同じ屋根の下で 
国際交流

小堀槙子さん
大学院総合国際学研究科国際社会専攻

博士後期課程2年

フリースペースや音楽室、
卓球場などに自然と集まる。

新聞は、英語、
日本語、子ども
向けの3種類（左）。
病院への付き添いで
重宝する、各国語に翻訳された
医学用語ハンドブック（下）。

CASE. 3
T U F S  I n t e r c u l t u r a l  C o m m u n i t y

たふこみゅ
「TUFS多文化交流コミュニティ」代表

CASE. 4
D o r m i t o r y  A d v i s o r

会館チューター
国際交流会館１号館担当

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

学
生
寮
で

生
活
し
な
が
ら

異
文
化
交
流
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宇
宙
へ！

飛
び
立
つ
？

文
系
！?

　

航
空
宇
宙
分
野
で
先
端
的
な
研
究
開
発
を
行

う
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）。

２
０
１
０
年
に
小
惑
星
の
サ
ン
プ
ル
を
地
球
へ

と
持
ち
帰
り
一
躍
有
名
に
な
っ
た「
は
や
ぶ
さ
」

も
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
小
惑
星
探
索
機
だ
。
理
系
の
職

場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
だ
が
、

実
は
東
京
外
大
の
卒
業
生
も
多
く
働
い
て
い
る
。

国
際
的
な
連
携
が
求
め
ら
れ
る
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
、
卒
業
生
は
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
い
、
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成

し
て
き
た
の
か
。
立
石
学
長
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
職

員
３
人
が
胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
っ
た
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴

異
文
化
理
解
こ
そ
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

有
能
な
人
材
を
送
り
出
す
東
京
外
国
語
大
学
。

そ
れ
は
、文
系
の
職
場
だ
け
に
限
ら
な
い
。

「
理
系
の
職
場
」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
技
術
系
の
世
界
で
も
、

東
京
外
大
の
卒
業
生
は
活
躍
し
て
い
る
。

学
長 

立
石
博
高

特
別
座
談
会
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立
石
博
高
学
長
（
以
下
、
立
石
）　

グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
が
叫
ば
れ
る
中
、
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

学
で
も
２
０
１
２
年
に
外
国
語
学
部
を｢

言
語

文
化
学
部｣

と｢

国
際
社
会
学
部｣
に
再
編
。

さ
ら
に
、
５
年
後
10
年
後
を
見
据
え
た
改
革
案

を
作
っ
て
お
り
、
今
秋
に
は
新
し
い
方
針
を
発

表
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
私
が
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で

す
。
国
の
予
算
は
も
っ
ぱ
ら
理
工
系
の
分
野
と

人
材
に
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
文
社
会
科
学
の
分

野
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
な
の
か
。

過
去
を
反
省
し
、
将
来
を
展
望
す
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
い
と
考
え
た
の
が
、
今
回
の
座
談

会
を
企
画
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
に

は
「
理
系
の
職
場
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
東
京
外
大
の
出
身
者
が
10
人
ほ
ど
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
本
学
で
学

ん
だ
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の

か
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
最
年
長
の
大
関
さ
ん
か
ら
。
大
学
時
代

は
何
を
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
か
。

大
関
恭
彦
（
以
下
、
大
関
）　

私
は

朝
鮮
語
学
科
出
身
で
、
佐
藤
公
彦

先
生
の
世
界
史
ゼ
ミ
で
地
域
研
究

を
学
び
ま
し
た
。
卒
論
の
テ
ー
マ

は
「
１
９
４
５
年
以
降
の
韓
国
の

政
治
と
経
済
」。
宇
宙
開
発
事
業
団
（
現
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
に
入
社
し
て
最
初
の
10
年
間
は
、
外
国

と
の
接
点
と
な
る
仕
事
を
多
く
任
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
と
は
ほ
と
ん
ど
接
点
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
専
攻
語
に
か
か
わ
ら
ず
、「
東
京
外
大
出

身
な
ん
だ
か
ら
、
外
国
と
の
折
衝
・
調
整
ぐ
ら

い
で
き
る
よ
ね
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

立
石　

世
界
展
開
す
る
企
業
で
は
、
外
国
と
の

契
約
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
宇
宙
展
開
す
る
よ

う
な
機
構
で
も
、
海
外
と
の
折
衝
が
必
要
に
な

る
わ
け
で
す
ね
。

大
関　

そ
う
で
す
ね
。
20
世
紀
最
後
の
10
年
間

は
、
会
社
も
〝
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
時
代
〞
で

し
た
。
外
国
と
い
か
に
肩
を
並
べ
る
か
、
海
外

と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
日
本
独
自
の
航
空
宇

宙
技
術
を
い
か
に
保
有
す
る
か
が
課
題
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
東
西
冷
戦
や
日
米
関
係
を
背
景
に
、

国
際
協
調
が
重
視
さ
れ
、
多
国
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
進
め
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
外
国
の
機
関
と
折

衝
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が

で
き
る
人
材
が
社
内
に
は
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
東
京
外
大
出
身
者
が
重
宝
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

立
石　

宇
宙
開
発
事
業
団
に
入
社
し
た
理
由
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
関　

小
松
左
京
さ
ん
の
Ｓ
Ｆ
小
説
が
好
き
で
、

『
日
本
沈
没
』
や
『
さ
よ
な
ら
ジ
ュ
ピ
タ
ー
』

な
ど
を
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。
作
品
を
通
じ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
心
を
持
っ
た
の
で
す
が
、

た
ま
た
ま
、
宇
宙
開
発
事
業
団
が
事
務
職
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
Ｏ
Ｂ
訪
問
を
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

立
石　

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
文
系
の

事
務
職
が
必
ず
必
要
と
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

大
関　

そ
う
で
す
ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
文
系
の
人
間
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
は
や
は
り
技
術
者
が
中
心
。
む
し
ろ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
く
過
程
で
、
外

国
機
関
と
の
契
約
や
連
携
を
進
め
る
時
に
、
文

系
の
仕
事
が
生
ま
れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

立
石　

そ
こ
で
、
英
語
が
必
要
に
な
る
わ
け
で

す
ね
。
本
学
で
は
、
専
攻
語
と
と
も
に
英
語
力

の
強
化
を
目
標
に
掲
げ
、「
世
界
教
養
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
英
語

に
よ
る
少
人
数
の
授
業
を
大
幅
に
増
や
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
地
域
研
究
の
授
業
で
も
、
で
き

る
だ
け
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
英
語
の
授
業
を
採

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い

て
は
９
０
０
点
以
上
」
と
い
う
高
い
目
標
を
掲

げ
て
、
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
大
関
さ
ん
は
、
英
語
力
は
ご
自
分
で

磨
い
た
の
で
す
か
。

大
関　

は
い
。
英
語
力
と
い
う
と
恥
ず
か
し
い

の
で
す
が
、
社
内
で
は
「
東
京
外
大
生
は
英
語

が
で
き
て
当
然
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
な
っ
て
か
ら
は
、「
外
国
に

追
い
つ
き
追
い
越
せ
」
の
時
代
で
は
な
く
な
り
、

独
自
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
当
然
、
海
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
も
連
携
し
な
が
ら
仕
事
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
英
語
力
は
必
須
で
す
ね
。

立
石　

以
前
に
も
ま
し
て
、
外
国

語
や
外
国
と
の
付
き
合
い
方
を
学

ぶ
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
異
文
化
に
対

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い
と
い
う

点
で
は
、
本
学
出
身
者
は
有
利
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
関　

私
の
場
合
は
朝
鮮
半
島
が

専
攻
だ
っ
た
の
で
、
国
家
的
に
も

民
族
的
に
も
対
立
と
交
流
を
繰
り
返
す
日
韓
の

状
況
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
異

文
化
理
解
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

立
石　

大
学
で
学
ん
だ
歴
史
地
域
研
究
が
役
立

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

大
関　

え
え
。
た
だ
、
社
会
に
出
て
一
番
役
立

っ
た
の
は
、
ゼ
ミ
で
卒
業
論
文
を
書
い
た
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
卒
論
を
書
く
た
め
に
は
、

「
何
を
書
く
か
」
を
自
分
で
発
想
し
、
綿
密
な

調
査
を
し
て
、
ロ
ジ
カ
ル
に
思
考
を
組
み
立
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
て
人
を
説
得
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
も
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
入

社
10
年
目
以
降
は
そ
う
し
た
仕
事
が
増
え
て
く

る
の
で
、
大
学
で
の
学
び
が
生
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

立
石　

本
学
も
今
は
卒
論
が
必
修
と
な
っ
て
い

ま
す
。
外
国
語
大
学
で
、
そ
こ
ま
で
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
そ
こ
は
本
学
が
誇
れ
る

点
で
す
ね
。

立
石　

次
に
、
松
山
さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。

松
山
さ
ん
は
学
生
時
代
、
多
国
籍
企
業
を
テ
ー

マ
に
勉
強
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

松
山
卓
靖
（
以
下
、
松
山
）　

は
い
。
ま
だ
「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
も
な
い

時
代
に
、
ゼ
ミ
で
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
調
べ

ま
し
た
。
巨
大
な
資
金
を
持
つ
多
国
籍
企
業
は
、

国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
一
方
で
、
途
上
国
の

環
境
破
壊
や
労
働
問
題
に
も
加
担
し
て
い
る
。

そ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
を

明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

立
石　

な
ぜ
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ

た
の
で
す
か
。

松
山　

学
生
課
で
Ｏ
Ｂ
名
簿
を
見
て
い
た
時
に
、

た
ま
た
ま
、
宇
宙
開
発
事
業
団
を
見
つ
け
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
た

り
、
宇
宙
飛
行
士
を
宇
宙
に
送
っ
た
り
、
夢
が

あ
っ
て
面
白
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
東
京
外

大
に
入
っ
た
の
も
、「
ゆ
く
ゆ
く
は
世
界
に
出

て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

も
っ
と
先
の
宇
宙
ま
で
出
か
け
て
い
く
仕
事
も

楽
し
そ
う
だ
な
、
と
思
っ
た
の
で
す
。
Ｏ
Ｂ
訪

問
を
し
て
入
社
試
験
を
受
け
、
な
ん
と
か
滑
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
石　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
職
員
の
２
割
が
文
系
だ

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
う
い
う
仕
事
に
つ
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

松
山　

宇
宙
開
発
は
巨
額
の
費
用
が
か
か
り
、

一
国
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国
際
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
レ
ベ
ル
で
の
条
約
締

結
や
、
宇
宙
機
関
間
の
取
り
決
め
、
海
外
と
の

や
り
取
り
な
ど
も
多
く
、
文
系
の
人
間
が
活
躍

す
る
場
面
は
多
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
科
学
技
術
庁
（
当
時
）
に
出
向
し
、
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
ロ
シ
ア
を
招
請

す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
駐
在
に
な
り
、
技
術
系
の
所
長
と
ペ

ア
を
組
み
、
協
定
交
渉
や
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
調
整
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

立
石　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
何
語
で
仕
事
を
し
て

い
た
の
で
す
か
。

松
山　

仕
事
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
基

本
的
に
英
語
で
す
。
た
だ
、
街
の
中
に
行
く
と
、

観
光
地
は
別
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
し
か
話
し

小
松
左
京
の
Ｓ
Ｆ
小
説
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

魅
力
に
開
眼

世
界
の
そ
の
先

宇
宙
へ
の

好
奇
心
が
き
っ
か
け

２
０
０
３
年
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
や
人

工
衛
星
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
開
発
を
中
心
に
す
る
宇
宙
開

発
事
業
団（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）、宇
宙

や
惑
星
の
研
究
を
中
心
に
す
る
宇

宙
科
学
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）、次

世
代
の
航
空
宇
宙
技
術
の
研
究
開

発
を
中
心
に
す
る
航
空
宇
宙
技
術

研
究
所（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）
の
３
機
関
が

統
合
し
誕
生
。
宇
宙
航
空
分
野
の

基
礎
研
究
か
ら
開
発
・
利
用
ま
で
、

宇
宙
航
空
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

独
立
行
政
法
人

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

J
A
X
A

積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
鍛
え
て
ほ
し
い

１
９
９
１
年
外
国
語
学
部
朝
鮮
語
学
科
卒
業

│
大
関
恭
彦
さ
ん

在
学
中
は
端
艇
部
主
務
を
務
め
る
。１
９
９
１

年
宇
宙
開
発
事
業
団（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）入
社
。国

内
外
の
各
種
機
関・
団
体
と
の
契
約
や
政
府

と
の
折
衝
、社
内
制
度
立
ち
上
げ
な
ど
を
担
当
。

２
０
０
７
〜
09
年
財
団
法
人
リ
モ
ー
ト・
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
セ
ン
タ
ー
出
向
。10
年
総
務
部
総

務
課
長
、12
年
よ
り
大
学・
研
究
関
連
携
室・
計

画
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
務
め
る
。

異
質
な
文
化
を
肌
で

理
解
で
き
る
の
が
、

東
京
外
大
の
強
み

１
９
９
１
年
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
業

│
松
山
卓
靖
さ
ん

１
９
９
１
年
宇
宙
開
発
事
業
団（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）入
社
。契
約
業
務
な
ど
を
経
て
、96
年
か
ら

フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
。現
在
は
総
務
課
長
と
し
て
、

国
会
議
員
な
ど
政
策
決
定
者
に
対
す
る
理
解

増
進
に
努
め
る
傍
ら
、健
全
な
組
織
運
営
の
確

保
、業
務
改
革
な
ど
を
担
当
。
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理
課
長
が
周
辺
の
集
落
に
行
っ
て
「
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
て

い
ま
す
。

立
石　

巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
最
後
は

〝
人
情
の
世
界
〞
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

立
石　

最
後
に
杉
田
さ
ん
に
伺
い
ま
す
。
杉
田

さ
ん
の
資
料
を
拝
見
し
て
感
心
し
た
の
は
、
折
々

に
留
学
や
育
休
を
挟
み
な
が
ら
、
着
実
に
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
学
生

時
代
は
英
米
語
を
専
攻
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

杉
田
尚
子
（
以
下
、
杉
田
）　

最
初
の
２
年
間
は

語
学
の
授
業
が
週
６
時
間
あ
り
、
そ
れ
を
こ
な

す
の
で
精
一
杯
で
し
た
。
３
年
生
に
な
り
、
憧

れ
て
い
た
志
村
正
雄
先
生
の
米
文
学
の
ゼ
ミ
と
、

関
心
が
あ
っ
た
小
笠
原
欣
幸
先
生
の
比
較
政
治

学
の
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。

立
石　

卒
業
後
は
社
会
科
学
系

の
分
野
に
進
ま
れ
ま
し
た
が
、

本
学
で
人
文
学
を
学
ん
だ
こ
と

は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
。

杉
田　

そ
れ
は
強
く
思
い
ま
す
。
東
京
外
大
の

出
身
者
は
包
容
力
が
あ
る
方
が
多
く
て
、
困
難

に
直
面
し
て
も
冷
静
に
考
え
、
物
事
を
う
ま
く

収
め
ら
れ
る
方
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

人
文
学
の
分
野
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
を
学
ん
だ

こ
と
が
、
異
質
な
も
の
へ
の
寛
容
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

立
石　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
個
人
が
主
体

性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
組
織
と
は
全
体
で
動

か
す
も
の
。
異
質
な
も
の
に
対
す
る
寛
容
性
や

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま

す
し
、
そ
れ
が
培
え
る
こ
と
が
本
学
の
伝
統
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
杉
田
さ
ん
は
卒
業
後
、
一

橋
大
学
の
大
学
院
に
進
学
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

杉
田　

研
究
者
に
な
り
た
く
て
一
橋
大
学
の
大

学
院
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
行
っ
て
み
て

「
学
者
に
な
る
に
は
も
の
す
ご
く
時
間
が
か
か

る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
大
学
図
書
館
に
誰
と

も
話
さ
ず
２
週
間
こ
も
っ
て
い
た
時
、
ふ
と
、

「
こ
の
生
活
を
30
歳
ま
で
続
け
る
の
は
キ
ツ
イ

な
あ
」
と
思
い
、
悩
ん
だ
末
に
就
職
活
動
を
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
就
職
情

報
誌
で
見
か
け
た
の
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
紹
介
記
事

で
し
た
。
そ
こ
に
『
国
際
調
整
の
人
材
が
必
要

だ
』
と
あ
る
の
を
見
て
、
こ
こ
な
ら
私
の
関
心

を
生
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

立
石　

入
社
６
年
目
の
時
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
派
遣

で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
留
学
。
科
学
技

術
政
策
を
学
び
、
帰
国
後
は
文
科
省
に
出
向
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

杉
田　

02
年
か
ら
、
文
科
省
の
海
洋
地
球
課
で
、

「
地
球
観
測
デ
ー
タ
の
取
得
と
活
用
を
い
か
に
国

際
的
に
盛
り
上
げ
る
か
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
が
、
小
泉
首
相
の
提
案
に
よ
り
03

年
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
04
年

春
に
東
京
で
閣
僚
級
会
議
「
第
２
回
地
球
観
測

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
た
の
で
す
。
会
議
で
は

準
備
過
程
に
か
か
わ
り
、
国

際
協
力
を
通
じ
た
地
球
観
測

の
推
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

立
石　

留
学
も
含
め
て
、
い

ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

そ
の
後
、
育
休
を
取
ら
れ
、

そ
の
間
に
大
学
院
の
博
士
課

程
で
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

杉
田　

大
学
院
に
は
そ
れ
以

め
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

松
山　

異
質
な
文
化
を
体
で
理
解
で
き
る
の
が
、

東
京
外
大
の
強
み
。
異
文
化
理
解
に
長
け
た
学

生
を
育
て
て
、
他
の
大
学
と
は
一
味
違
う
、
東

京
外
大
な
ら
で
は
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
特
定
の
地
域

の
専
門
家
を
育
成
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
企
業
と
の
共
同
研
究
も
含
め

て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
機
能
を
持
つ
こ
と
を
考

え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

杉
田　

見
通
し
が
利
か
な
い
世
の
中
で
、
ゼ
ロ

か
ら
始
め
ら
れ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
言
語
や
地
域
を

し
っ
か
り
学
ん
で
お
け
ば
、
比
較
に
よ
っ
て
他

を
見
る
視
点
が
で
き
る
。
ゼ
ロ
か
ら
学
べ
る
能

力
を
身
に
つ
け
や
す
い
の
が
、
東
京
外
大
の
強

み
だ
と
思
い
ま
す
。

立
石　

本
学
は
２
０
２
３
年
に
建
学
１
５
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
日
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
学
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

て
く
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
、

そ
こ
は
覚
悟
し
て
来
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
楽

し
い
経
験
で
し
た
。
お
か
げ
で
、
片
言
の
フ
ラ

ン
ス
語
も
話
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
。

立
石　

異
文
化
と
接
し
た

時
に
「
楽
し
い
」
と
感
じ

ら
れ
る
の
が
、
東
京
外
大

生
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で

ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て

い
ま
す
が
、
自
然
環
境
や
漁
業
へ
の
影
響
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

松
山　

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
期
間
中
は
漁
が

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
間
の
漁
業
対
策
は
国
が

中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

立
石　

地
元
の
人
に
理
解
を
求
め
る
の
は
、
や

は
り
文
系
の
仕
事
で
す
か
。

松
山　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
所
長
も
技
術

系
で
す
し
、
管
理
職
に
な
れ
ば
、
技
術
系
も
技

術
の
こ
と
だ
け
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
文
系
と
技
術
系
が
一

体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

大
関　

私
は
入
社
後
３
年
間
、
種
子
島
で
広
報

渉
外
係
を
し
て
い
ま
し
た
。
打
ち
上
げ
が
あ
る

時
は
、
事
前
に
文
科
省
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
周
辺
５

県
に
伺
っ
て
、「
こ
う
い
う
打
ち
上
げ
を
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
フ

ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
協
力
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
種
子
島
で
は
、
所
長
と
管

前
か
ら
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
出
産
前
に
コ

ー
ス
ワ
ー
ク
は
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
博
士
論
文
の
執
筆
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
宇
宙
政
策
の

進
化
」
で
す
。

立
石　

今
の
お
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
田　

13
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

調
査
国
際
部
で
、
調
査
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
分
野
の
国
際
・
技
術
動
向
に
関
し
て
は
デ

ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
よ
り
幅

広
く
国
内
外
の
政
治
、
経
済
、
産
業
な
ど
を
含

め
た
総
合
的
な
情
報
収
集
、
分
析
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
分
野
の
情
報
を
幅
広
く

収
集
・
分
析
す
る
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

立
石　

最
後
に
、
東
京
外
大
も
し
く
は
学
生
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
関　

社
会
に
出
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接

す
る
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
は
そ
う
し

た
ス
キ
ル
の
習
得
ま
で
大
学
教
育
に
求
め
る
風

潮
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
や
は
り
受
身
の
姿
勢

で
は
い
け
な
い
。
自
ら
大
学
の
外
も
含
め
て
、

横
の
広
が
り
や
縦
の
つ
な
が
り
を
積
極
的
に
求

留
学・子
育
て・

博
士
号
取
得
を

フ
ル
コ
ー
ス
で
実
現

１
９
７
６
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業
、78
年
東
京
都
立
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
。同
志
社
大
学
商
学
部
助
教
授
を

経
て
、92
年
か
ら
東
京
外
国
語
大
学
に
在
籍
、

２
０
１
３
年
４
月
よ
り
学
長
就
任
。著
書
に

『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
散
歩

│
多
文
化
多
言
語

社
会
の
明
日
に
向
け
て
』（
行
路
社
）な
ど
。

理
系
の
職
場
で
も
、

文
系
が
活
躍
す
る

チ
ャ
ン
ス
は

開
か
れ
て
い
る

│
立
石
博
高
学
長

ゼ
ロ
か
ら
始
め
ら
れ
る

能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切

１
９
９
３
年
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
卒
業

│
杉
田
尚
子
さ
ん

卒
業
後
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
で
国

際
関
係
論
を
専
攻
。１
９
９
５
年
宇
宙
開
発
事

業
団（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）入
社
、２
０
０
０
〜
02
年

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
留
学（
科
学
技
術

政
策
専
攻
）。帰
国
後
、文
部
科
学
省
に
出
向
。

育
休
を
経
て
09
年
復
職
。10
年
公
共
政
策
分
析

博
士
号
取
得（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
）。現
在

は
調
査
国
際
部
調
査
分
析
課
に
所
属
。
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NHK 報道局国際部デスク

　

東
京
外
大
を
志
望
し
た
の
は
湾
岸
戦

争
が
き
っ
か
け
だ
。
海
外
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

 

「
日
本
で
は『
ア
メ
リ
カ
が
正
し
い
』

と
い
う
情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
、
悪
者
と

さ
れ
て
い
た
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
を
支

持
す
る
人
々
が
い
る
。
そ
ん
な〝
宇
宙

人
〞
み
た
い
な
人
た
ち
と
話
を
し
て
み

た
い
、と
思
い
、専
攻
言
語
を
ア
ラ
ビ
ア

語
に
決
め
た
の
で
す
」

　

入
学
後
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
に
所
属
。

休
み
の
た
び
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負

い
、中
東
諸
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
を
回
っ
た
。
カ
イ
ロ
に

語
学
留
学
し
た
の
は
大
学
３
年
目
の
時
。

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
ム
ス
リ
ム

学
生
と
の
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
イ
ス

ラ
ム
独
特
の
思
考
や
行
動
へ
の
理
解
を

深
め
た
。

 

「
海
外
で
は『
日
本
人
と
は
何
か
』
と

い
う
問
い
を
絶
え
ず
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

紛
争
地
出
身
の
同
世
代
と
交
流
を
重
ね

る
中
で『
自
分
も
も
っ
と
政
治
や
経
済
、

社
会
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
』
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

卒
業
後
は
中
東
に
か
か
わ
る
仕
事
が

し
た
い
と
考
え
、
98
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入

社
。
07
年
カ
イ
ロ
支
局
に
赴
任
し
、
09

年
に
ド
バ
イ
支
局
を
立
ち
上
げ
た
。

　

折
し
も
中
東
で
は「
ア
ラ
ブ
の
春
」

と
呼
ば
れ
る
民
主
化
の
う
ね
り
が
拡
大

し
て
い
た
頃
。
澤
畑
さ
ん
は
紛
争
の
現

場
か
ら
リ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
。

 

「
テ
レ
ビ
報
道
は
ス
ピ
ー
ド
が
勝
負
。

速
や
か
に
取
材
を
す
る
た
め
に
は
、
限

ら
れ
た
時
間
で
、
取
材
相
手
を
見
つ
け

て
説
得
し
、
本
音
を
引
き
出
せ
る
か
が

鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
役
立
っ

た
の
が
、
大
学
時
代
に
培
っ
た
語
学
力

で
し
た
。
通
訳
を
介
さ
ず
に
現
地
の
人

と
話
せ
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
強

み
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
東
京
で
中
東
ア
フ
リ
カ
地

域
の
デ
ス
ク
業
務
に
あ
た
る
一
方
で
、

時
折
海
外
に
出
張
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
現
場
を
取
材
し
て
い
る
。

 

「
海
外
報
道
は
、
異
質
な
文
化
へ
の
適

応
力
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
。
大
学
時
代

に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の〝
免
疫
〞
を

つ
け
た
こ
と
が
、
今
の
自
分
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。
東
京

外
大
は
、
未
来
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
る
場
所
。
こ
の
環
境
を

利
用
し
て
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

東京外大の卒業生が多数所属す
る国際部。澤畑さんはデスクとして
部員の原稿をチェックする。

たかはし ちかえ
本名は高橋由美子。1979年東
京外国語大学外国語学部ロシ
ア語学科卒業後、劇団四季、新
神戸オリエンタル劇場での勤務
を経て、15年間フリーランスで
演劇台本の執筆・翻訳・訳詞
を手掛ける。2013年4月より現
職。第4回小田島雄志・翻訳戯
曲賞受賞（『出番を待ちながら』

『秘密はうたう』）。

graduated active person in society_02

好きなことをあきらめない
高橋知伽江

水戸芸術館 演劇部門芸術監督

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
映
画『
ア
ナ

と
雪
の
女
王
』
で
歌
の
訳
詞
を
担
当
。

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
観
客
を
魅
了
し
、

映
画
の
大
ヒ
ッ
ト
に
一
役
買
っ
た
。

 

「
日
本
語
は
英
語
よ
り
多
く
の
音
を
消

費
す
る
の
で
、
訳
詞
に
は〝
エ
ッ
セ
ン

ス
を
凝
縮
す
る
作
業
〞が
必
要
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
高
橋
知
伽
江
さ
ん
。

水
戸
芸
術
館
で
演
劇
部
門
の
企
画
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
傍
ら
、演
劇
の
台
本

執
筆
や
翻
訳
・
訳
詞
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
語
を
専
攻
し
た
の
は「
チ
ェ

ー
ホ
フ
を
原
語
で
読
ん
で
み
た
か
っ
た

か
ら
」。
入
学
後
は
ロ
シ
ア
人
教
師
が

主
宰
す
る
語
劇
サ
ー
ク
ル
で〝
生
き
た
〞

ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ
。
３
年
生
の
夏
に

は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
る
ロ

シ
ア
語
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
横
浜
か

ら
船
で
大
陸
に
渡
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

と
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
現
地
入
り
し
、

冷
戦
末
期
の
旧
ソ
連
を
体
感
し
た
。

　

卒
業
後
は
野
村
総
研
に
就
職
し
た
が
、

１
年
半
後
、「
好
き
な
こ
と
を
や
ろ
う
」

と
劇
団
四
季
に
転
職
。
劇
団
主
宰
・
浅

利
慶
太
の
秘
書
兼
助
手
、広
報
、国
際
関

係
の
業
務
を
し
な
が
ら
、
台
本
執
筆
や

英
語
の
翻
訳
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

活
躍
し
、
ノ
エ
ル
・
カ
ワ
ー
ド
の
日
本

初
演
作
品『
出
番
を
待
ち
な
が
ら
』『
秘

密
は
う
た
う
』
で
翻
訳
戯
曲
賞
を
受
賞
。

昨
年
４
月
、
水
戸
芸
術
館
の
演
劇
部
門

芸
術
監
督
に
就
任
し
た
。

 

「
お
客
様
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
返

っ
て
く
る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
ね
。
い
ず
れ
、
水
戸
な
ら
で
は
の
題

材
で
、
劇
場
の
財
産
と
な
る
作
品
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
高
橋
さ
ん
。
だ
が
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
は
、
け
っ
し
て
順
風
満
帆

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

「
常
に
自
分
の
才
能
不
足
に
直
面
し
、

や
め
た
い
と
思
う
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
で
す
。
そ
れ
で
も
好
き
な
の
で
あ
き

ら
め
ず
に
続
け
て
い
る
と
、
助
け
て
く

れ
る
人
が
現
れ
る
。
そ
う
い
う
日
々
の

積
み
重
ね
で
す
ね
」

　

訳
詞
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
と

い
う
よ
り
作
詞
に
近
い
能
力
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
。「
耳
で
聞
い
た
だ
け
で

理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使

い
ま
す
。
表
現
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、

日
本
語
の
語
彙
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
」。
大
好
き
な
演
劇

の
世
界
で
今
日
も
ま
い
進
す
る
。

横浜からウラジオストックに向かう
船の上。3日かけてレニングラード

（現サンクトペテルブルク）まで移動
した。
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research

ナ
ム
難
民
に
英
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
も
取
り
組
ん
だ
。

 

ク
ル
ド
人
難
民
か
ら

託
さ
れ
た
も
の

　

湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
た
の
は
、
卒
業

を
目
前
に
控
え
た
１
９
９
１
年
の
こ
と

だ
。
篠
田
氏
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
、

イ
ラ
ン
北
部
で
ク
ル
ド
難
民
支
援
に
参

加
。
そ
の
後
も
大
学
院
に
通
い
な
が
ら
、

中
東
や
ア
フ
リ
カ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
難

民
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ク
ル
ド
人
は
中
東
の
先
住
民
族
で
、

特
定
の
国
家
を
持
た
ず
、
各
地
で
迫
害

さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持
つ
。
88
年
に
は

イ
ラ
ク
東
部
の
ハ
ラ
ブ
ジ
ャ
で
、
フ
セ

イ
ン
政
権
が
ク
ル
ド
系
住
民
を
化
学
兵

クルド人に託された思いを、
著書や講演で伝えていく。

〈上〉研究の傍ら平和構築
のための人材育成、

情報提供、研修などを行う
ピースビルダーズの
理事を務める。

〈下〉紛争国に赴き、
広島における平和構築の事例

を紹介している。

冷
戦
終
結
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過

し
た
。
し
か
し
、
世
界
各
地
で

は
今
も
紛
争
が
絶
え
ず
、
多
く
の
人
々

が
絶
望
と
苦
し
み
の
さ
な
か
に
い
る
。

そ
ん
な
中
、
国
際
関
係
の
歴
史
や
思
想

を
研
究
し
な
が
ら
、「
永
続
的
な
平
和

を
作
る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
」
と

い
う
普
遍
的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
研
究
者
が
い
る
。
国
際
政
治
学
者
・

篠
田
英
朗
教
授
だ
。

　

高
校
時
代
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
志

し
、バ
ン
ド
活
動
に
熱
中
。

「
Ｕ
２
の
ボ
ノ
の
よ
う
に
、
音
楽
を
や

り
な
が
ら
、
時
々
は
国
連
事
務
総
長
や

米
国
大
統
領
に
会
っ
て
偉
そ
う
な
こ
と

を
言
う
の
が
理
想
で
し
た
」

　

だ
が
、
高
校
の
同
期
で
後
の「
オ
ザ

ケ
ン
」
こ
と
小
沢
健
二
と
出
会
い
、
才

能
の
差
を
痛
感
。
音
楽
を
生な

り

業わ
い

に
す
る

こ
と
を
断
念
し
、
早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
部
に
進
学
し
た
。

　

研
究
者
を
志
し
た
の
は
、
３
年
で
政

治
思
想
ゼ
ミ
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か
け

だ
。
ゼ
ミ
生
や
指
導
教
授
と
議
論
を
戦

わ
せ
る
う
ち
、
学
問
の
魅
力
に
開
眼
。

そ
の
傍
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
参
加
し
て
、ベ
ト

究
し
、
97
年
に
博
士
号
を
取
得
。
英
国

で
出
版
さ
れ
た
博
士
論
文
を
も
と
に
、

『「
国
家
主
権
」
と
い
う
思
想
』（
勁
草
書

房
）
を
上
梓
し
、
２
０
１
２
年
度
の
サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
に
輝
い
た
。

「
平
和
構
築
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
鍵

と
な
る
の
が
、国
家
主
権
の
問
題
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
の
よ
う

な
紛
争
地
域
で
は
、
国
家
を
ど
の
よ
う

な
枠
組
み
で
規
定
す
れ
ば
、
一
つ
の
社

会
と
し
て
安
定
す
る
可
能
性
が
高
い
の

か
。
そ
の
原
理
を
考
え
る
た
め
に
は
、

国
家
主
権
と
い
う
概
念
か
ら
、
社
会
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
す
」

　

一
方
で
、
国
家
主
権
の
基
準
は
冷
戦

後
に
大
き
く
変
わ
り
、
平
和
構
築
の
方

法
論
も
様
変
わ
り
し
た
。
例
え
ば
湾
岸

戦
争
で
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た

イ
ラ
ク
に
対
し
て
、
多
国
籍
軍
が
空
爆

を
実
施
。
国
連
安
保
理
が
イ
ラ
ク
北
部

に
飛
行
禁
止
区
域
を
設
定
し
、
Ｕ（

注
）Ｎ

Ｈ

Ｃ
Ｒ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
現
地
で
緊
急
人
道
援

助
を
行
っ
た
。

「
こ
う
し
た
こ
と
は
、
冷
戦
時
代
に
は

ま
ず
不
可
能
で
し
た
。
主
権
国
家
に
対

し
て
他
国
は
干
渉
で
き
な
い
、
と
い
う

の
が
原
則
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

湾
岸
戦
争
以
降
は
、
国
家
主
権
に
対
す

る
考
え
方
が
根
本
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
地
域
の
紛
争
に
よ
っ
て
国
際
平

和
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
国
際
社
会
は
主
権
国
家
に
対
し
て

積
極
的
に
介
入
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

『
国
家
主
権
と
は
社
会
契
約
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
お
り
、
人
権
が
脅
か
さ
れ

れ
ば
、
主
権
国
家
と
し
て
の
妥
当
性
が

失
わ
れ
る
』
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

一
見
き
れ
い
ご
と
の
よ
う
に
も
見
え
ま

す
が
、
英
米
は
大
真
面
目
で
す
。
な
ぜ

な
ら
彼
ら
に
は
、
そ
の
理
念
に
基
づ
い

て
国
家
を
つ
く
っ
て
き
た
実
績
が
あ
る

か
ら
で
す
」

　

広
島
大
学
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

に
職
を
得
て
、
99
年
に
帰
国
。
被
爆
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
な
が
ら
、

平
和
構
築
の
研
究
を
深
め
、
03
年
に
は

著
書『
平
和
構
築
と
法
の
支
配
』（
創
文

社
）
で
大
佛
次
郎
論
壇
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
傍
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
平
和
構
築
研

修
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
リ
ベ
リ
ア
か

ら
来
日
し
た
行
政
職
員
の
能
力
研
修
を

担
当
。
こ
れ
を
機
に
、
篠
田
氏
は
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
や
ス
ー
ダ
ン
、ス
リ
ラ
ン
カ
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛
争
国
に
赴

き
、
広
島
に
お
け
る
平
和
構
築
の
事
例

を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
原
爆
で
あ
れ
ナ
タ
で
あ
れ
、
突
然
降

っ
て
湧
い
た
よ
う
な
暴
力
に
家
族
や
友

人
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
広
島

の
人
た
ち
も
紛
争
国
の
人
た
ち
も
変
わ

り
が
な
い
。
紛
争
国
の
人
々
が
最
も
関

心
を
寄
せ
る
の
は
、
不
合
理
で
巨
大
な

暴
力
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
人
は
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
引
き
受
け
て
生
き
て
い
く

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
広
島
の
人

た
ち
が
あ
れ
ほ
ど
の
惨さ
ん

禍か

に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
、
な
ぜ
そ
こ
に
留
ま
り
、
平

和
な
街
を
つ
く
る
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の
疑
問
に

応
え
る
た
め
、
被
爆
者
の
方
々
が
ど

ん
な
思
い
で
戦
後
を
生
き
て
き
た

の
か
を
、
人
間
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
語
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

広
島
再
生
の
物
語
は
紛
争
国

支
援
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
な
り

得
る
、
と
篠
田
氏
。
今
後
も
紛

争
分
析
と
平
和
構
築
の
方
法

に
つ
い
て
研
究
を
深
め
な
が

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
紛
争
国

の
研
修
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
、
と
抱
負
を
語
る
。

　

昨
年
、
広
島
大
か
ら
東

京
外
大
に
転
任
。
現
在
は

大
学
院
で
平
和
構
築
を
講
じ
る
傍
ら
、

開
発
援
助
や
人
道
援
助
を
含
む
国
際
協

力
全
般
を
扱
い
、
後
進
の
育
成
に
励
ん

で
い
る
。

「
東
京
外
大
は
多
文
化
・
多
言
語
の
リ

ソ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
、
他
の
大
学
に

は
な
い
利
点
で
す
。
そ
の
半
面
、
特
定

の
地
域
に
埋
没
し
が
ち
で
、
世
界
全
体

を
相
手
に
し
て
生
き
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
み
に
く
い
。
東
京
外
大
生
だ

か
ら
こ
そ
、
世
界
全
体
を
見
る
視
点
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

（
注
）Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
：
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

器
で
大
量
虐
殺
し
た
。
そ
の
現
場
を
訪

れ
た
時
、
篠
田
氏
は
忘
れ
ら
れ
な
い
経

験
を
し
た
。

「
ク
ル
ド
人
か
ら
小
冊
子
を
渡
さ
れ
、

『
ハ
ラ
ブ
ジ
ャ
の
こ
と
を
世
界
に
伝
え

て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

思
い
を
自
分
な
り
に
引
き
受
け
る
と
す

れ
ば
、
学
問
は
そ
の
手
段
と
な
り
得
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。
彼

ら
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
時
間
を

か
け
て
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
こ
と
に
、

自
分
の
人
生
を
使
い
た
い
、と
」

　

早
大
大
学
院
の
修
士
課
程
を
経
て
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｌ
Ｓ
Ｅ（London School 

of Econom
ics and Political Science

）

に
留
学
。
立
憲
国
家
の
ル
ー
ツ
と
も
い

え
る
英
国
で
国
際
関
係
を
学
ん
だ
。

「
名
誉
革
命
を
自
ら
主
導
し
、
数
百
年

に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
英
国
人
は
、

『
政
治
体
制
と
は
自
分
た
ち
の
手
で
作

る
も
の
だ
』
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

が
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
戦
後
の
政
治
体

制
が
作
ら
れ
た
日
本
と
は
決
定
的
に
異

な
る
。
そ
れ
を
体
感
で
き
た
こ
と
は
大

き
か
っ
た
で
す
ね
」

　

Ｌ
Ｓ
Ｅ
で
は
国
家
主
権
に
つ
い
て
研

篠
田
英
朗
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

21
世
紀
を
迎
え
た
現
在
も
、

世
界
か
ら
紛
争
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

今
日
も
地
球
上
の
ど
こ
か
で

戦
火
が
燃
え
広
が
り
、

暴
力
に
蹂じ

ゅ
う

躙り
ん

さ
れ
た

人
々
の
群
れ
が
荒
野
を
埋
め
尽
く
す
。

紛
争
と
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
。

そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

篠
田
氏
は
平
和
構
築
の
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、

今
日
も
終
わ
り
の
な
い
探
求
を
続
け
て
い
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴 し

の
だ 

ひ
で
あ
き

１
９
９
３
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

93
年
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
国
際
投
票
所
責
任
者
。

97
〜
98
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
お
よ
び
キ
ー
ル
大
学
非
常
勤
講
師
。

98
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
L
S
E
で
博
士
号
取
得（
国
際
関
係
学
）。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
国
際
法
研
究
セ
ン
タ
ー
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー
の
客
員
研
究
員
を
歴
任
。

２
０
１
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

Interview
 w

ith H
ideaki Shinoda

学
問
と
実
践
の
両
面
か
ら
平
和
構
築
を
探
求

不
合
理
で
巨
大
な
暴
力
に

い
か
に
対
処
す
る
か スーダンで行った平和構築

についての講演が地元の新聞で
報じられた。
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person
doing

research
英
語
と
い
う
教
科
に
つ
い
て
、
男

子
は『
規
則
を
当
て
は
め
て
問

題
を
解
く
』数
学
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、
女
子
は
、『
内
容
を
味
わ
う

（
鑑
賞
す
る
）』国
語
や
音
楽
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

英
語
を
実
技
系
の
教
科
だ
と
は
捉
え
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
英
語
は
車
の
運

転
の
よ
う
な
も
の
。
文
法
や
単
語
の
こ

と
を
意
識
せ
ず
に
使
え
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
、
ひ
た
す
ら
実
技
を
重
ね
る

こ
と
が
必
要
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
英
語
教
育
学
者
の

根
岸
雅
史
氏
。
英
語
も
自
動
車
教
習
と

同
様
、技
能
を
磨
か
な
け
れ
ば
、実
践
の

場
で
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

日
本
の
英
語
教
育
で
は
も
っ
ぱ
ら〝
学

科
教
習
〞
が
行
わ
れ
、〝
技
能
教
習
〞
は

な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
。

 

「
よ
く『
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
外
国
人
と
会
話
し
ま
す
』
と
言

う
人
が
い
ま
す
が
、
一
度
も
三
振
し
な

い
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
打
て
る
よ
う
に
な

る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
実
際
に
英

語
を
使
っ
て
み
て
、
た
く
さ
ん
失
敗
す

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ス
ピ
ー
チ
す
る

こ
と
が
頻
々
と
求
め
ら
れ
た
。

　

日
本
の
こ
と
や
、
英
国
に
来
て
気
づ

い
た
こ
と
な
ど
が
主
な
題
材
だ
っ
た
が
、

聴
衆
の
質
問
は
、日
本
の
政
治
や
歴
史
、

文
化
か
ら「
水
力
発
電
の
依
存
率
」
に

ま
で
及
び
、
返
答
に
窮
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
っ
た
。

 

「
英
国
で
は
、
ス
ピ
ー
チ
に
ユ
ー
モ
ア

を
仕
込
ま
な
い
と
納
得
し
て
も
ら
え
な

い
。
失
敗
を
重
ね
る
う
ち
に
、
英
国
人

受
け
す
る
ネ
タ
や
、
披
露
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
の
コ
ツ
が
つ
か
め
て
き
ま
し

た
。
知
ら
な
い
英
国
人
の
集
団
の
前
で

毎
週
話
を
す
る
の
は
、
社
会
的
な
面
で

も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
ね
」

英
語
教
育
の
改
革
に

貢
献
し
た
い

　

１
９
８
５
年
に
帰
国
し
、
高
校
や
高

専
で
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
88
年
東
京
外

国
語
大
学
に
任
官
。
テ
ス
ト
論
や
評
価

論
の
研
究
に
取
り
組
む
傍
ら
、
検
定
教

科
書
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
リ
ス
ニ
ン
グ
講
座
な
ど

の
教
材
開
発
を
手
が
け
、
英
語
検
定

GT
EC for ST

U
D
EN
T
S

の
開
発
も

行
っ
た
。
数
少
な
い
テ
ス
ト
の
専
門
家

の
１
人
と
し
て
、
文
科
省
の
政
策
立
案

に
も
参
画
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
英
語

教
育
が
抱
え
る
問
題
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
。 

「
楽
天
リ
サ
ー
チ
に
よ
れ

ば
、日
本
人
の
86
％
が
、学

校
の
英
語
教
育
に『
不
満
』

と
答
え
て
い
ま
す
。
学
校

で
習
っ
た
英
語
は
、
受
験
に
は
役
立
っ

た
も
の
の
、
実
際
に
英
語
を
使
う
場
面

で
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
っ
て
い
な
い
。

今
の
日
本
の
英
語
教
育
は
、
世
の
中
の

人
が
求
め
て
い
る
こ
と
に
ま
っ
た
く
対

応
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
」

　

学
習
指
導
要
領
に
は「
４
技
能（
読

む
・
聞
く
・
書
く
・
話
す
）
の
総
合
的

な
育
成
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
学
入
試
は
こ
れ
に
対
応
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
指
導
が
変
わ
ら
な

い
の
は
、
英
語
教
育
に
か
か
わ
る
人
々

が〝
入
試
の
勝
ち
組
〞
で
あ
っ
た
こ
と

と
無
縁
で
は
な
い
。
教
師
が
自
分
自
身

の〝
成
功
モ
デ
ル
〞
に
依
存
し
て
い
る

た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要

と
な
る
リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

は
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
、
と
根
岸
氏

は
指
摘
す
る
。

 

「
２
０
０
６
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験

科
目
に
リ
ス
ニ
ン
グ
が
加
わ
っ
た
た
め
、

聞
く
こ
と
に
対
す
る
意
識
は
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
に
対
す
る
意
識
は
相
変
わ
ら
ず
低
い
。

そ
の
点
が
、
今
の
英
語
教
育
に
お
け
る

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
が
到
来

し
た
今
、「
使
え
る
英
語
」
を
習
得
す
る

た
め
の
教
育
改
革
は
、
待
っ
た
な
し
の

状
態
だ
。
で
は
、今
後
、日
本
の
英
語
教

育
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。

 

「
今
、
大
学
入
試
の
英
語
試
験
は
４
技

能
型
へ
と
大
き
く
舵
を
切
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
困
難
が
予
想
さ
れ
る

の
が
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
試
験
の
導
入
で

す
。
し
か
し
、
音
声
認
識
技
術
の
進
歩

に
伴
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ス
ピ

ー
キ
ン
グ
・
テ
ス
ト
の
開
発
も
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
従
来
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
解
決
し
、
現
状
を

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
特
定
の
価
値
観

を
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う

こ
と
に
気
づ
か
な
き
ゃ
』
と
言
い
な
が

ら
、
学
生
の
弱
点
を
え
ぐ
る
よ
う
な
問

い
を
盛
ん
に
仕
掛
け
て
く
る
。
自
分
が

変
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、と
感
じ
ま
し
た
ね
」

　

学
生
を
挑
発
し
て
知
性
に
揺
さ
ぶ
り

を
か
け
る〝
若
林
マ
ジ
ッ
ク
〞
に「
洗
脳

さ
れ
」、英
語
教
育
の
お
も
し
ろ
さ
に
開

眼
。
当
時
、
東
京
外
大
に
は
英
語
教
育

学
の
大
学
院
が
な
か
っ
た
た
め
、
東
京

学
芸
大
の
修
士
課
程
に
進
学
し
、
英
語

教
育
学
の
研
究
を
始
め
た
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
奨
学
金
を
受
け
、

英
国
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
に
留
学
し
た
の

は
84
年
の
こ
と
だ
。
専
門
研
究
に
特
化

し
た
日
本
の
大
学
院
と
違
い
、
か
の
地

の
大
学
院
で
は
、
言
語
学
の
あ
ら
ゆ
る

領
域
を
網
羅
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ぎ

っ
し
り
と
組
ま
れ
て
い
る
。
食
事
と
風

呂
の
時
間
以
外
は
、
ま
さ
に
勉
強
漬
け

の
日
々
を
送
っ
た
。

　

忙
し
か
っ
た
の
は
勉
強
だ
け
で
は
な

い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奨
学
生
に
は
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の

る
こ
と
が
上
達
の
秘
訣
で
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
日
本
語
で
も
話
せ
な
い
こ
と

を
英
語
で
話
せ
る
は
ず
が
な
い
。
英
語

で
話
す
た
め
に
は
、
語
学
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
日
頃
か
ら
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
て
、
話
す
訓
練
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
」

故
・
若
林
教
授
と
出
会
い

英
語
教
育
学
に
開
眼

　

言
語
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
１

の
頃
。
鈴
木
孝
夫
の『
こ
と
ば
と
文
化
』

（
岩
波
新
書
）
を
読
み
、
言
葉
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
た
。

東
京
外
大
な
ら
言
語
学
を
学
べ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
外
国
語
学
部
英
米

語
学
科
に
進
学
。
生
涯
の
師
と
仰
ぐ

故
・
若
林
俊
輔
教
授
と
出
会
っ
た
の
は
、

入
学
し
て
３
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
時
は
、
言
語
学
そ
の
も
の
を
や
る
の

か
ど
う
か
悩
ん
で
い
た
。

 

「
若
林
先
生
の
授
業
は
と
て
も
過
激
で
、

毎
回
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま

し
た
。『
君
た
ち
は
何
も
考
え
ず
に
英

語
の
例
文
を
覚
え
込
ん
で
い
る
が
、
知

根
岸
雅
史
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門

急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
昨
今
、

時
代
に
応
じ
た
英
語
の
教
育
改
革
は

待
っ
た
な
し
の
状
態
だ
。

そ
ん
な
中
、教
育
界
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
、

 「
使
え
る
英
語
」の
習
得
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

今
、日
本
の
英
語
教
育
は

ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

教
材
・
テ
ス
ト
開
発
や
辞
書
編
纂
で
も

多
く
の
実
績
を
持
つ
根
岸
氏
に
、

現
在
の
課
題
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴 ね

ぎ
し 

ま
さ
し

１
９
８
２
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
卒
業
、

84
年
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

（
教
育
学
研
究
科
英
語
教
育
専
攻
）。85
年
英
国
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
大
学
院

言
語
学
研
究
科
応
用
言
語
学
修
了（
修
士
号
）。

88
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
の
助
手
と
な
り
、

２
０
０
２
年
か
ら
教
授
。

97
年
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
で
博
士
号
取
得（
応
用
言
語
学
）。

Interview
 w

ith M
asashi N

egishi

人
と
つ
な
が
る
英
語
教
育
を
求
め
て

学生時代から定期購読している雑誌。
年に数回、海外新刊の紹介などで原稿を寄稿している。

変
え
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

使
え
る
英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

単
に
仕
事
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
い
。

根
岸
氏
自
身
も
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
で
、

自
己
表
現
が
豊
か
に
な
り
、
人
生
の
可

能
性
も
大
き
く
広
が
っ
た
と
い
う
。
ち

な
み
に
、
根
岸
氏
は
若
い
頃
は
旅
先
に

も
ス
パ
イ
ク
を
持
っ
て
い
く
ほ
ど
の
筋

金
入
り
の
蹴
球
フ
リ
ー
ク
。
サ
ッ
カ
ー

を
題
材
に
し
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
英
語

教
材『G

oal

』
の
日
本
版
を
監
修
し
た

縁
で
、
サ
ッ
カ
ー
監
修
担
当
の
岡
田
武

史
氏（
前
日
本
代
表
監
督
）
と
知
り
合

う
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
催
で
、

日
本
中
に
英
語
が
氾
濫
す
る
日
も
近
い
。

人
と
つ
な
が
る
英
語
教
育
の
理
想
形
を

求
め
て
、
根
岸
氏
は
今
日
も
模
索
を
続

け
て
い
る
。

「

〈上〉若林先生との
共著、『無責任なテストが
落ちこぼれを作る』

（大修館書店、1993年）。
〈下〉ゼミ合宿で。生涯の師、

故・若林俊輔先生
（前列右端）との
貴重な一枚。

〈上〉レディング大学大学院
修士課程の修了式（右から4人目）。
〈下〉ドクター時代にお世話になった

ドン・ポーター教授。

〈上〉若林先生との
共著、『無責任なテストが
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「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

kiku

「

聴
」

か
な
ざ
し 

く
み
こ

１
９
９
１
年
東
京
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
退

学
。専
門
は
ス
ラ
ヴ
語
学
・
ス

ラ
ヴ
文
献
学
。著
書
や
編
書
に

『
中
級
チ
ェ
コ
語
文
法
』（
白
水
社
、

２
０
１
０
年
）、『
チ
ェ
コ
語
の
基

本
』（
三
修
社
、
２
０
１
２
年
）、

『
チ
ェ
コ
語
の
し
く
み《
新
版
》』

（
白
水
社
、２
０
１
４
年
）、『
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
入
門
』（
大
学
書
林
、

２
０
０
１
年
）、『
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

語
日
本
語
小
辞
典
』（
大
学
書
林
、

２
０
０
９
年
）な
ど
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
語
、

チ
ェ
コ
語
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
か
ら

東
に
か
け
て
話
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
先
祖
か
ら
分
か

れ
出
た
、
10
言
語
以
上
も
あ
る
大
所
帯
の
グ
ル
ー
プ

だ
。
さ
す
が
親
戚
ど
う
し
、
単
語
や
文
の
作
り
方
に

は
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

た
だ
、耳
を
澄
ま
す
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
か
ら
受

け
る
印
象
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
。
ロ
シ
ア
語
か
ら
は
大

き
な
う
ね
り
を
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
か
ら
は
柔
ら
か

な
弾
み
を
感
じ
る
。
チ
ェ
コ
語
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
を
調
子
よ
く
打
つ
と
き
の
よ
う
な
短
い
音
の
連
な

り
の
合
間
に
と
き
お
り
ふ
わ
ー
ッ
と
伸
び
た
音
が
入

る
せ
い
で
、せ
わ
し
な
く
も
あ
り
な
が
ら
、同
時
に
の

ん
び
り
と
し
て
い
る
気
が
す
る
。

　

正
面
か
ら
向
き
合
い
深
く
つ
き
あ
っ
た
言
語
は
、

黙
読
す
る
と
き
、先
生
の
声
か
音
声
教
材
の
声
で
、あ

る
い
は
好
き
な
俳
優
の
声
で
、
頭
の
中
で
再
生
さ
れ

る
。
つ
き
あ
い
の
薄
い
言
語
だ
と
こ
う
い
う
こ
と
が

な
い
。
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
だ
と
か
、
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
む
な
し
く
黙
り
込
ん

だ
ま
ま
だ
。

　

私
に
と
っ
て
響
く
言
語
は
、大
学
で
専
攻
し
た
ロ

シ
ア
語
で
あ
り
、
現
在
教
え
て
い
る
チ
ェ
コ
語
で
あ

り
、
夏
期
講
習
や
冬
期
講
習
で
学
ん
だ
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
だ
。
そ
れ
以
外
の
言
語
は
沈
黙
し
て
い
る
。
間

違
っ
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
響
く
方
の
言

語
の
音
と
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
再
生
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

身
を
入
れ
て
勉
強
し
た
つ
も
り
な
の
に
、
再
生
で

き
な
い
言
語
が
あ
る
。
古
代
ス
ラ
ヴ
語
だ
。「
古
代
」

か
ら
見
当
が
つ
く
よ
う
に
、こ
の
言
語
を
使
う
人
は
、

今
は
い
な
い
。
9
世
紀
半
ば
、
聖
書
を
訳
す
た
め
に

ス
ラ
ヴ
世
界
全
体
に
通
用
さ
せ
よ
う
と
作
り
だ
さ
れ

た
文
語
な
の
で
、
古
代
ス
ラ
ヴ
語
会
話
な
る
も
の
は

そ
も
そ
も
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
教
科

書
に
は
、音
に
関
す
る
解
説
は
あ
っ
て
も
、ア
ク
セ
ン

ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。

音
声
教
材
も
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
出
会
っ
て
以

来
し
ー
ん
と
し
た
ま
ま
だ
。

　

だ
が
、
教
会
に
集
ま
っ
て
き
た
民
に
向
か
っ
て
聖

書
の
一
節
を
読
み
上
げ
る
こ
と
だ
っ
て
、
き
っ
と
あ

っ
た
は
ず
だ
。
そ
ん
な
と
き
、
ど
ん
な
風
に
響
い
た

の
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
の
教
会
で
は
ロ
シ
ア
語
風
に
ぐ

わ
ー
ん
と
う
ね
り
、
チ
ェ
コ
の
教
会
で
は
タ
カ
タ
カ

ふ
わ
ー
ッ
だ
っ
た
の
か
な
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
教
会

で
は
ポ
ー
ン
と
弾
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
古
代
ス
ラ
ヴ
語

の
伝
統
が
あ
ま
り
根
付
か
な
か
っ
た
か
ら
、
ス
ロ
ヴ

ェ
ニ
ア
語
風
は
あ
り
え
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

男
の
人
の
声
な
の
だ
ろ
う
…
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
想

像
し
て
み
る
。
す
る
と
、
よ
う
や
く
頭
の
中
で
古
代

ス
ラ
ヴ
語
が
勝
手
に
響
き
だ
す
。

ス
ラ
ヴ
諸
語
は
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

紡
が
れ
る

古い
に
し
え

の
音

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門 

准
教
授

金
指
久
美
子

Text : K
um

iko K
anazashi

20GLOBE Voice 2014, Number 9GLOBE Voice 2014, Number 921



G
L

O
B

E
 V

o
ice C

o
lu

m
n

 K
IK

U

多
言
語
・
多
民
族
国
家

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
状
況
に
置
か
れ
た
為
政
者

が
時
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め
よ

う
と
す
る
行
動
に
で
る
例
は
地
球
上
に
い
く
ら
も
あ

る
。
異
国
か
ら
来
た
支
配
者
が
君
臨
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
イ
ン
ド
の
歴
史
に
は
こ
う
し
た
発
作
的
な

狂
気
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
古
代
か
ら
多
言

語
・
多
民
族
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
は
、
む
し
ろ
そ
れ
が

常
態
で
あ
り
普
通
で
あ
る
と
認
め
た
上
で
今
日
ま
で

き
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
そ
の
イ
ン
ド
人
が
自
国
の

言
語
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
や
や
得
意
そ
う
に
あ
げ

る
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

「
１
コ
ー
ス
ご
と
に
水
が
変
わ
り
、
12
コ
ー
ス
で
言

葉
が
変
わ
る
」

　

コ
ー
ス
は
距
離
を
あ
ら
わ
す
単
位
。
辞
書
で
は
約

２
マ
イ
ル（
約
３
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）と
あ
る
。
つ

ま
り
こ
の
こ
と
わ
ざ
を
字
義
通
り
に
と
れ
ば
、
12
コ

ー
ス
、
お
お
よ
そ
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
言
葉
が

変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ほ
ぼ
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
。
東

京
の
日
本
橋
を
起
点
に
す
れ
ば
八
王
子
ま
で
。
江
戸

時
代
の
参
勤
交
代
の
１
日
の
移
動
平
均
ペ
ー
ス
。
こ

う
書
け
ば
こ
の
距
離
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
体
わ
い
て
く

る
。

　

こ
の
コ
ー
ス
と
い
う
語
は
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
の
ク
ロ
ー
シ
ャ
が
歴
史
的
に
変
化
し
た

も
の
だ
。
ク
ロ
ー
シ
ャ
は
、「
叫
ぶ
」を
意
味
す
る
語

根
ク
ル
シ
ュ
と
関
係
し
て
い
て
、「
何
の
遮
蔽
物
も

な
い
平
地
で
人
の
叫
び
声
が
届
く
距
離
」の
意
味
に

な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、１
コ
ー
ス
と
は
物
理
的
な
空
気
の
波
動

で
あ
る
音
声
を
知
覚
で
き
る
最
長
距
離
で
あ
り
、
こ

と
わ
ざ
に
あ
る
そ
の
12
倍
の
距
離
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
し
て
の
言
葉
を
完
全
に
共
有
で
き
る
最
大
範

囲
の
距
離
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

距
離
に
関
す
る
こ
の
一
種
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

（
一
つ
の
基
準
か
ら
順
番
に
測
定
値
を
保
証
す
る
こ

と
）は
こ
と
わ
ざ
の
作
者（
？
）が
意
図
し
た
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
が
、
基
準
単
位
の
根
底
に
人
間
の
音

声
と
言
葉
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
。
古

代
以
来
、
言
葉
と
音
声
と
の
関
係
に
こ
だ
わ
り
続
け

た
イ
ン
ド
の
言
語
観
が
顔
を
の
ぞ
か
し
て
い
る
よ
う

で
お
も
し
ろ
い
。

　

１
ク
ロ
ー
シ
ャ
の
根
拠
と
な
る
古
代
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
は
、一
説
に
よ
れ
ば
、８
０
０
０
ハ
ス
タ
に

等
し
い
と
さ
れ
る
。
１
ハ
ス
タ
は
伸
ば
し
た
腕
の
肘

か
ら
中
指
の
先
端
ま
で
の
長
さ（
約
46
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）。
お
時
間
の
あ
る
方
は
検
算
を
ど
う
ぞ
。
た

だ
し
メ
ー
ト
ル
原
器
の
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
時

代
の
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
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イ
ン
ド
が

ま
ち
だ 

か
ず
ひ
こ

１
９
８
０
年
東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。１
９
９
８
年
か
ら

現
職
。専
門
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、

文
字
情
報
学
。『
ニ
ュ
ー
エ
ク
ス

プ
レ
ス 

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
』（
白
水

社
、２
０
０
８
年
）、『
図
説 

世
界

の
文
字
と
こ
と
ば
』（
編
著
、河
出

書
房
新
社
、２
０
０
９
年
）、『
世

界
の
文
字
を
楽
し
む
辞
典
』（
編

著
、大
修
館
書
店
、２
０
１
１
年
）

な
ど
。

み
や
け 

た
か
ゆ
き

１
９
８
９
年
東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。専
門
は
中
国
語
学
。

著
書
に『
中
級
中
国
語 

読
み
と

く
文
法
』（
白
水
社
、
２
０
１
２

年
）、『
一
冊
目
の
中
国
語
』（
東

洋
書
店
、２
０
０
７
年
）、『
中
国

語
の
基
礎 

発
音
と
文
法
』（
共

著
、N
H
K
出
版
、２
０
１
３
年
）、

『
そ
の
ま
ま
使
え
る
！
中
国
語
会

話
表
現
集
』（
共
著
、東
洋
書
店
、

２
０
１
０
年
）、監
修
に『
プ
ロ
グ

レ
ッ
シ
ブ
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
中

日
英
・
日
中
英
辞
典
』（
小
学
館
、

２
０
１
０
年
）『
ガ
チ
ャ
ピ
ン
&

ム
ッ
ク
の
中
国
語
教
室
』（
小
学

館
、２
０
０
７
年
）な
ど
が
あ
る
。

言
葉
と
声
の

届
く
距
離

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所 

教
授

町
田
和
彦

Text : K
azuhiko M

achida

年
度
前
期（
４
月
〜
９
月
）

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
ま

い
に
ち
中
国
語
」
の
講
師
を
担
当
し
た（
２
０
１
４

年
度
後
期
再
放
送
）。
テ
キ
ス
ト
原
稿
を
執
筆
し
な

が
ら
の
収
録
で
半
年
間
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
通
い
、
フ

ル
回
転
の
日
々
だ
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
の
収
録
時
、

実
際
に
は
そ
の
場
に
は
リ
ス
ナ
ー
は
い
な
い
わ
け
だ

が
、
講
座
を
聴
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
リ
ス
ナ
ー
を

常
に
意
識
し
て
収
録
に
臨
ん
だ
。

　

中
国
語
は
発
音
が
難
し
い
言
葉
だ
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
特
に
私
が
担
当
し
た
の
は
初
学
者
向
け
の
、
発

音
の
基
礎
か
ら
始
め
る
講
座
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中

国
人
ゲ
ス
ト
の
発
音
だ
け
で
な
く
、
私
の
解
説
に
出

て
く
る
中
国
語
も
、
初
学
者
が
聴
い
て
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
大
き
な
声
で
は
っ

き
り
と
発
音
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
一
応
中
国
語

で
飯
を
食
っ
て
い
る
教
師
で
も
あ
る
し
、
ひ
と
ま
ず

そ
れ
は
上
手
く
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
中
国
語
の
方
で
は
な
く
日
本
語
の
方
で

直
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
は
、
収
録
を
始
め
る
前
は

思
い
も
し
な
か
っ
た
。
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
広
島

市
、
私
の
母
語
は
日
本
語
と
い
っ
て
も
広
島
弁
で
あ

る
。
生
ま
れ
て
18
年
間
い
た
広
島
よ
り
も
、
東
京
に

い
る
年
数
の
方
が
長
く
な
り
、
普
段
本
人
は
標
準
語

を
話
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
語
彙
や
言
い
回
し

は
標
準
語
に
な
っ
て
い
る（
は
ず
だ
）が
、最
後
ま
で

方
言
の
影
響
が
残
る
の
が
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』

が
あ
る
く
ら
い
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
厳
格
で
あ
る
。

自
分
と
し
て
は
標
準
語
で
話
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

広
島
弁
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
、
録
り
直
し

を
し
た
語
句
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
説
明
の

中
で「
夫
妻
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
時
、
私
が

「
夫
妻『
ふ（
低
）さ（
高
）い（
高
）』で
す
ね
」と
説
明

し
た
ら
、「
先
生
、
夫
妻『
ふ（
高
）さ（
低
）い（
低
）』

で
お
願
い
し
ま
す
」と
、
録
り
直
し
を
さ
せ
ら
れ
た
。

私
に
と
っ
て
は
こ
の
単
語
は「
負
債
」
と
同
じ
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
標
準
語
で
は
ど
う
や
ら
違
う
ら

し
い（「
ら
し
い
」と
い
う
の
は
、
未
だ
も
っ
て
私
に

は
そ
の
確
信
が
持
て
な
い
か
ら
で
あ
る
）。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
。
生
放
送
で
な
く
て
よ

か
っ
た
と
思
う
。

　

実
は
同
じ
く
広
島
弁
母
語
話
者
で
あ
る
高
校
時
代

の
同
級
生
た
ち
が
何
人
か
私
の
講
座
を
聴
い
て
く
れ

て
い
て
、
放
送
で
流
れ
た
私
の
話
し
方
で
ア
ク
セ
ン

ト
が
独
特
な
時
が
あ
り
、
注
意
深
く
聴
く
と
広
島
人

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
言
っ
て
い
た
。『
Ｎ
Ｈ

Ｋ
日
本
語
発
音
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』の
ア
プ
リ
を
ス

マ
ホ
に
入
れ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
０
１
３
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外国語に興味を持ったのは小6の時。
イギリスの女優エマ・ワトソン（映画『ハリ
ー・ポッター』シリーズのハーマイオニー
役）に英文のファンレターを送り、返事を
もらったのがきっかけだった。
 「日本語ではない言葉で思いを伝えるこ
とができ、相手が喜んでくれている。言葉
って魔法みたいだな、と思いました」
　未知の言語を学ぼうと、中学から東京
外大へ進路を絞り、英語力を高めていっ
た。専攻語は、若くてエネルギッシュなイ
メージのあるベトナム語を選んだ。
　入学後はボランティア活動にも熱中。

「府中国際交流サロン」の中にある、東京
外大の学生が運営する教室で、外国につ
ながる子どもの学習支援に取り組んでい
る。多感な年頃の子どもたちにとって、異
文化の中でくらす悩みやストレスは尽きな
い。
 「『変な名前』って言われた」と漏らす子
もいれば、「親と母語で話す姿を見られた
くない」という子もいる。「あなたはそのま
までいいんだよ」と丸ごと受け止めること
で、子どもたちが生き生きとした表情を取
り戻すのを目の当たりにした。その経験
は、留学先のハノイでも役立った。現地で
日本語教師のアルバイトをする中で「ベト
ナム語を話せる日本人の自分だからこそ、
受け止められる思いがある」と実感。
 「年齢や国籍、居住地が違っても、人と
接する時に心掛けていることがあります。
それは、『目線を合わせて向き合う』という
こと。まずは相手の思いを受け止めた上
で、さあ、どうしようと考える。留学やボラ
ンティアを通じてそのことの大切さを学び
ました」
　卒業後は、大学院でベトナムの少数民
族の言語を研究したいという讃井さん。
 「どの言葉も、その言葉を通してでしか知
ることができない独特の世界観を持って
います。そんな言葉の魅力を伝えていき
たいですね。東京外大で世界は確実に広
がりました。特に、ボランティアで出会っ
た仲間とは一生つきあっていきたいです」。
そう言って、顔をほころばせた。

〈1〉外国につながる子どもたちが
日本語で作った“自分史”。
一緒に考え完成させた。

 〈2〉ベトナムの伝統楽器「月琴」。
名前の由来は胴体が月に

似ていることから。弦は二弦のみ。
〈3〉留学中にベトナム南部や
中国との国境地帯などを旅した。

〈4〉ハノイ大学のお祭りで月琴を演奏。
大学、国籍の違うメンバーで

バンドを組んだ。

Ayaka Sanui
2010年東京外国語大学入学。
3年生の時ベトナムのハノイ人文社会科学大学に
1年間留学。児童学習支援などの
ボランティア活動に取り組む。山梨県出身。

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Yoko Yoshida

Photo by 
Misato Iwasaki

目線を合わせて
人と向き合うことの
大切さを知った

「

未
知
の
言
語
が
持
つ〝
魔
法
〞の
力
」   

讃
井
綾
香 

外
国
語
学
部 

ベ
ト
ナ
ム
語
専
攻　

４
年

1

2

3

4
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GLOBE Voice

Information
2013年10月、2014年4月に
東京外大のメンバーに
なった方 か々ら

コメントをいただきました

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

国
際
社
会
部
門（
教
育
社
会
学
）准
教
授

加
藤
美
帆

KATO M
iho

専
門
は
教
育
社
会
学
で
す
が
他

に
教
職
関
連
の
授
業
も
担
当
し
て

い
ま
す
。
東
京
外
大
で
は
講
義
で

も
積
極
的
に
発
言
を
す
る
学
生
が

多
い
の
で
驚
き
つ
つ
も
、
学
問
的

な
関
心
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る

姿
勢
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。教

育
と
い
う
領
域
は
身
近
な
問

題
意
識
か
ら
興
味
を
持

つ
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
学
校

や
家
族
な
ど
掘
り
下
げ

て
い
く
と
、
社
会
構
造

を
読
み
解
く
鍵
に
な
っ

て
い
ま
す
。
普
段
の
生

活
か
ら
感
じ
る
違
和
感

や
疑
問
か
ら
現
代
の
世
界
を
読
み

解
い
て
い
く
こ
と
が
教
育
社
会
学

の
魅
力
な
の
で
、
そ
こ
を
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

言
語
文
化
部
門（
フ
ラ
ン
ス
語
学
）講
師

秋
廣
尚
恵

AKIHIRO H
isae

20
年
前
に
は
西
ヶ
原
の
旧
キ
ャ

ン
パ
ス
で
東
京
外
大
の
学
生
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。
大
学
も
学
生
も
大
き
く
変
わ

り
、
２
０
１
３
年
10
月
に
赴
任
し

て
以
来
、
新
た
な
発
見
の
多
い
毎

日
で
す
。
１
９
９
９
年
に
フ
ラ
ン

ス
に
留
学
し
、
パ
リ
で
博
士
課
程

を
修
了
し
た
の
ち
、
エ
ク
ス
･
マ

ル
セ
イ
ユ
大
学
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
人
生
の
３
分
の
１
を
過
ご

し
た
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
言
語
文
化
は
、
日
本
の
言

語
文
化
と
と
も
に
、

私
個
人
を
構
成
し

て
い
る
大
切
な
一

部
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、「
複

言
語
複
文
化
主

義
」
と
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
意
味
と
重
要
性
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
東
京
外
大
で
も
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

国
際
社
会
部
門（
ロ
シ
ア
史
）講
師

巽 
由
樹
子 

TATSUM
I Yukiko

雪
、
極
彩
色
の
聖
堂
、
音
楽
・

バ
レ
エ
・
絵
画
に
史
上
初
の
社
会

主
義
革
命

│
イ
メ
ー
ジ
の
鮮
烈

さ
に
惹
か
れ
て
近
代
ロ
シ
ア
史
を

勉
強
し
は
じ
め
ま
し
た
。
で
も
、

研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
々
は

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
や
労
働

者
・
農
民
に
集
中
し
が
ち
。
そ
れ

を
疑
問
に
思
っ
た
頃
、
絵
入
り
週

刊
誌
と
い
う
都
会
の
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
読
者

は
、
富
裕
だ
け
れ

ど
も
「
ト
ル
ス
ト

イ
っ
て
誰
？
」
と

聞
く
よ
う
な
、
い

わ
ば
「
普
通
の
」
人
た
ち
で
す
。

こ
の
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
史
料
か
ら
ロ
シ
ア
通
史
の
再

考
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
歴
史

を
解
釈
す
る
面
白
さ
を
皆
さ
ん
と

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

日
本
語
学
・
コ
ー
パ
ス
言
語
学 

講
師

金 

愛
蘭

KIM
 Eran学

部
時
代
の
京
都
で
の
１
年
間

（
日
本
語
日
本
文
化
研
修
生
）
を

通
し
て
ニ
ホ
ン
ゴ
と
日
本
に
魅
了

さ
れ
、
卒
業
後
再
度
来
日
し
、
そ

の
魅
力
を
留
学
生
や
日
本
人
に
伝

え
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
言
葉
や
文
化
に
つ
い
て
学

び
、
ふ
れ
あ
え
る

東
京
外
大
は
、
小

さ
な
地
球
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
す

て
き
な
緑
に
囲
ま

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

の
中
で
、
い
ろ
い

ろ
な
「
地
球
人
」

に
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ト
バ

に
つ
い
て
語
り
合
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

言
語
文
化
部
門

（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
）准
教
授

久
野
量
一

KUN
O Ryoichi

ハ
バ
ナ
で
耳
に
飛
び
込
ん
で
き

た
「
ベ
ン
・
パ
ラ
カ
ー
」、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
「
コ
モ
・
テ
・

シ
ャ
マ
ー
ス
」。
い
ろ
い
ろ
な
地

方
の
ス
ペ
イ
ン
語
が
頭
の
な
か
で

い
つ
も
響
い
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
は
三
田
で
『
百
年
の
孤
独
』
と

『
失
わ
れ
た
足
跡
』
と
『
悲
し
き

熱
帯
』
に
魅
せ
ら
れ
、
メ
キ
シ
コ

シ
テ
ィ
で
似
た
よ
う
な
境
遇
の
人

た
ち
に
出
会
い
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
文
学
を
研
究
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
ま
だ
西
ヶ
原
に
あ
っ

た
時
の
東
京
外
大
の
大
学
院
に
入

り
ま
し
た
。
大
学
院
の
途
中
か
ら
、

文
字
テ
キ
ス
ト
に
お
さ
ま
り
切
ら

な
い
も
の
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け

止
め
た
く
て
、
調
査
と
称
し
て
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
地
方
に

通
う
よ
う
に
。
そ
れ
で
気
づ
い
た

ら
２
０
１
４
年
４
月
、
東
京
外
大

に
着
任
と
い
う
わ
け
で
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
）准
教
授

宮
地
隆
廣

M
IYACH

I Takahiro

２
０
１
４
年
４
月
に

着
任
し
ま
し
た
。
専
門

は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を

対
象
と
す
る
比
較
政
治

学
で
す
。
ボ
リ
ビ
ア
と

エ
ク
ア
ド
ル
と
い
う
南

米
の
２
つ
の
国
を
対
象

に
し
た
、
民
主
体
制
下

に
お
け
る
社
会
運
動
の
分
析
が
主

な
研
究
業
績
で
す
が
、
共
同
研
究

で
開
発
援
助
や
国
民
投
票
に
関
す

る
調
査
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
民
族
問
題

や
政
治
体
制
、
工
業
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
世
界
的
に
興
味
深

い
事
例
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
を
通
じ
て
、
現
在
の
世
界
を

分
析
し
、
考
え
る
面
白
さ
を
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

（
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
）講
師

伊
東
剛
史

ITO Takashi

２
０
１
４
年
４
月
に
着
任
し
ま

し
た
。
専
門
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
で

す
が
、
具
体
的
に
は
世
界
で
最
初

の
動
物
園
の
一
つ
、
ロ
ン
ド
ン
動

物
園
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

動
物
園
を
窓
口
と
し
て
、
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
を
覗
い
て
み
よ
う
、
そ
う
し
て

見
え
て
く
る
も
の
を
総
合
的
に
理

解
し
よ
う
と
い
う
研
究
で
す
。

日
本
で
の
最
初
の
学
会
発
表
は
、

今
か
ら
10
年
前
、「
未
知
と
の
遭

遇
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ロ
ン

ド
ン
動
物
園
が
キ
リ
ン
を
初
公
開

し
た
時
に
巻
き
起

こ
っ
た
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
研
究
報
告
で
し

た
。
あ
の
頃
ほ
ど

背
伸
び
す
る
こ
と

の
な
く
な
っ
た
今

で
も
、「
未
知
と

の
遭
遇
」
を
求
め
て
、
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
い
る
つ
も
り
で
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院 

国
際
社
会
部
門

（
イ
タ
リ
ア
近
現
代
史
）講
師

小
田
原 

琳

ODAW
ARA Rin

人
間
が
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
歴
史
学
は
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
人
類
史
は
悲
劇
の
積
み

重
ね
以
外
の
も
の
で
は
な
い
よ
う

に
さ
え
見
え
ま
す
。
で
は
な
ぜ
歴

史
を
研
究
す
る
の
か
。
そ
れ
は
か

つ
て
発
せ
ら
れ
た
、
か
な
わ
な
か

っ
た
希
望
や
耳
を
傾
け
ら
れ
な
か

っ
た
祈
り
を
書
き
留
め
、
出
会
う

こ
と
の
な
か
っ
た
そ
の
ひ
と
の
生

を
愛
お
し
む
た
め
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
、
届
か
ぬ
怒
り
や
悲
し
み
を

抱
え
て
生
き
る
私
た
ち
自
身
の
生

も
、
い
つ
か
誰
か
が
受
け
と
め
て

く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
れ
ば
、
無
駄

で
は
な
い
。
遠
く
へ
投
げ
掛
け
ら

れ
た
呼
び
声
を
聴
く
よ
う
な
、
歴

史
研
究
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

国
際
社
会
部
門（
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
）講
師

福
嶋
千
穂

FUKUSHIM
A Chiho

近
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ

ア
史
、
特
に
そ
の
東
部
ル
テ
ニ
ア

（
ル
シ
）
地
域

の
宗
派
問
題
を

研
究
し
て
い
ま

す
。
近
世
ル
テ

ニ
ア
は
現
在
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

前
身
に
あ
た
り
、

昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
萌
芽

も
す
で
に
こ
の
時
代
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

学
部
で
ロ
シ
ア
語
、
大
学
院
で

西
洋
史
を
専
攻
し
た
私
に
と
っ
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
授
業
を
含
む
本

学
で
の
教
育
活
動
は
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

歴
史
、
ひ
い
て
は
国
民
国
家
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
限
ら
ず
近
隣
の
、
所
謂

「
歴
史
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
が
包
摂

し
た
諸
地
域
に
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

言
語
学
・
モ
ン
ゴ
ル
諸
語 

准
教
授

山
越
康
裕

YAM
AKOSH

I Yasuhiro

東
京
外
大
で
モ
ン
ゴ
ル
語
を
学

ん
だ
後
、
14
年
ぶ
り
に
母
校
に
戻

り
ま
し
た
。
現
在
は
話
者
が
数
千

人
程
度
の
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
近
い

「
親
戚
」
に
あ
た
る
少
数
言
語
を

対
象
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
頃
、「
他
人
が
あ
ま

り
手
を
出
さ
な
い
よ
う
な
言
語
を

2013年
10月1日より
就任

2014年
4月1日より
就任
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Information

2014年3月、
退職された先生たち
からの「手紙」

今
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ミ
ク

ロ
な
現
実
か
ら
市
場
経
済
と
い
う

マ
ク
ロ
な
事
象
を
と
ら
え
返
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

日
本
語
教
育
学
・
音
声
学 

講
師

石
澤 

徹

ISH
IZAW

A Toru

２
０
１
４
年
４
月
に
着
任
し
ま

し
た
。
出
身
は
奈
良
県
で
、
小
さ

い
頃
は
古
墳
の
そ
ば
で
よ
く
遊
び

ま
し
た
。
外
国
語
と
し
て
日
本
語

を
教
え
る
こ
と
が
専
門
で
、「
日

本
語
が
学
習
者
に
ど
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
い
る
か
」
な
ど
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
専
門
へ
の
興

味
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
習
字
を

習
っ
て
い
た
こ

と
や
、
英
語
の

歌
詞
を
上
手
に

歌
う
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い

い
か
な
ど
、
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

出
会
い
や
経
験
の
積
み
重
ね
が
、

明
日
や
未
来
の
自
分
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
と
ご
縁
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
一
期
一
会
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

学
び
た
い
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
を
学

ぶ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
た
し
か

に
英
語
や
中
国
語
な
ど
か
ら
見
れ

ば
モ
ン
ゴ
ル
語
は
マ
イ
ナ
ー
な
言

語
で
す
が
、
現
存
す
る
世
界
の
言

語
の
な
か
で
は
む
し
ろ
メ
ジ
ャ
ー

な
言
語
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を

入
学
後
に
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。英

語
力
の
向
上
が
叫
ば
れ
る
昨

今
で
す
が
、
よ
り
マ
イ
ナ
ー
な
言

語
を
研
究
す
る
面
白
さ
に
も
気
づ

い
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

言
語
学
・
中
国
少
数
言
語
研
究 
助
教

児
倉
徳
和

KOG
URA N

orikazu

２
０
１
４
年

４
月
に
着
任
し

ま
し
た
。
専
門

は
言
語
学
で
、

シ
ベ
語
と
い
う

中
国
の
少
数
言

語
を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
研
究
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
満

洲
語
と
い
う
中
国
の
清
朝
を
興
し

た
民
族
の
言
語
が
現
在
で
は
ほ
ぼ

失
わ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ベ
語
が
そ

の
満
洲
語
と
近
い
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
シ
ベ
語
も
ま
た
話
さ

れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
近
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
言
語

を
、
現
在
の
技
術
で
ど
の
よ
う
に

記
録
し
、
残
し
て
い
く
か
と
い
う

問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
、
現
在

起
き
つ
つ
あ
る
多
様
性
の
消
失
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア･

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

人
類
学
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究 

助
教

佐
久
間 

寛

SAKUM
A Yutaka

20
代
は
じ
め
、
西
ア
フ
リ
カ
の

セ
ネ
ガ
ル
に
半
年
滞
在
し
ま
し
た
。

省
庁
で
経
済
学
的
資
料
を
集
め
る

こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
極
東
ア

ジ
ア
の
島
国
と
は
ま
る
で
異
な
る

生
活
世
界
に
圧
倒
さ
れ
、
資
料
収

集
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
世
界
を
と
ら
え
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、
現
地
で
、
現
地
の

言
葉
で
、
現
地
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
、
つ
ま
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
だ
。
そ
う
し
た
思
い
こ
み
か
ら

人
類
学
へ
転
身
、
西
ア
フ
リ
カ
・

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
の
調
査
を
経
て
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

日
本
語
学
・
日
本
語
教
育
学 

講
師

清
水
由
貴
子

SH
IM

IZU Yukiko

２
０
１
４
年
４
月
に
着
任
し
ま

し
た
。
現
在
、
留
学
生
日
本
語
教

育
セ
ン
タ
ー
で
、
学
部
進
学
留
学

生
を
対
象
に
日
本
語
を
教
え
て
い

ま
す
。

私
は
、
高
校
２
年
生
の
夏
休
み

に
英
国
の
大
学
の
サ
マ
ー
コ
ー
ス

に
参
加
し
、
そ
こ
で
言
葉
も
文
化

も
違
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
と
ド

キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
英

語
を
学
び
、
多
く
の
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

日
本
に
い
る
と
「
日
本
と
世
界

は
全
然
違
う
」
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
こ
の
経
験
で
「
日
本
と
世
界
、

見
た
目
は
違
う
が
、
実
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
い
て
、
日
本
語
教

師
を
し
て
い
る
と
日
本
と
世
界
の

意
外
な
違
い
に
出
会
う
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
面
白
さ
が
、

こ
の
仕
事
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

若
い
時
代
を
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運

動
の
周
辺
部
で
過
ご
し
ま
し
た
。

の
ち
に
日
本
語
教
育
専
門
家
と
し

て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
冷
戦
下
の
一ひ
と
ま先

ず
の
平
和
の

有
り
難
さ
を
噛
み
締
め
つ
つ
も
日

本
の
窓
口
と
し
て
緊
張
し
た
日
々

を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
隣

国
の
反
日
政
策
に
過
敏
に
反
応
し

て
報
復
的
な
〝
嫌
感
〞
運
動
で
応

え
よ
う
と
す
る
風
潮
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
こ
の
日
本
を
そ
う
し
た

国
に
は
し
な
い
と
い
う
覚
悟
に
、

そ
う
し
た
流
れ
に
与く
み

せ
ず
抗あ
ら
が

い
諫た
だ

す
覚
悟
に
こ
そ
、
世
界
で
、
あ
る

い
は
こ
の
東
京
外
大
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
々
の
若
者
を
相
手
に
日
本

語
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
た
い
と
固
く
思

私
が
本
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

に
採
用
さ
れ
た
の
が
１
９
９
９
年
、

キ
ャ
ン
パ
ス
が
西
ヶ
原
か
ら
府
中

に
移
転
し
た
年
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
か
ら
14
年
間
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
現
在
、

学
生
課
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
学

生
支
援
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
学
内

に
あ
る
８
つ
の
相
談
窓
口
、
支
援

組
織
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
が
着
任
し
た
当
時
の
学
生
支
援

と
い
え
ば
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

や
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
で
の
支
援
、

学
生
課
に
よ
る
就
職
支
援
が
あ
る

程
度
で
、
学
生
相
談
室
も
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
室
も
存
在
し
て
い
ま

い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
が

勃
発
す
る
や
掌
を
返
し

た
よ
う
に
沸
き
上
が
っ

た
反
敵
国
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
諫た
だ

し
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
歌
詞
を
借
り
て

新
聞
に
訴
え
た
ヘ
ル
マ

ン
・
ヘ
ッ
セ
の
あ
ま
り

に
も
有
名
な
呼
び
掛
け

が
あ
り
ま
す
。〝O

 Freunde, nicht 
diese T

öne!

〞 （
お
お
友
よ
！ 

そ

う
で
は
な
く
！
）

最
後
に
、
漢
字
が
す
べ
て
黒
丸

に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
留
学
生

や
漢
字
を
リ
ス
ト
の
順
番
で
し
か

覚
え
ら
れ
な
い
と
い
う
留
学
生

│
二
十
余
年
前
の
彼
ら
と
の
ふ

と
し
た
出
会
い
を
契
機
に
編
み
始

め
た
「
漢
字
系
統
樹
」
も
「
漢
字

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
も
幾
度

と
な
く
迷
走
と
停
滞
に
陥
り
な
が

ら
、
留
学
生
や
仲
間
の
力
強
い
支

持
や
激
励
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し

た
。
長
い
間
変
わ
る
こ
と
な
く
背

中
を
押
し
続
け
て
く
れ
た
留
学
生
、

い
つ
も
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
く
れ

た
国
内
外
の
教
師
仲
間
の
皆
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

せ
ん
で
し
た
。
困
っ
た

と
き
、
ど
こ
に
相
談
に

行
っ
た
ら
よ
い
か
、
相

談
の
窓
口
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
支
援

を
受
け
る
機
会
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
学
生
も
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

利
用
者
が
希
望
す
れ

ば
複
数
の
支
援
組
織
が
互
い
に
連

携
し
な
が
ら
一
人
の
学
生
の
支
援

に
あ
た
る
と
い
っ
た
体
制
が
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
数

年
の
こ
と
で
す
。
こ
の
14
年
間
で

本
学
の
学
生
支
援
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
着
任
当
時
に
は
予
想

も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
も
と
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
支
援
に

携
わ
れ
た
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
本

学
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
仕
事

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
大
学
お
よ
び
教
職
員
、
学
生

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『漢字百話』
中公新書

白川静（著）
一言……「日本語学習
あるいは日本語教育の
関門でもある漢字の
面白さ奥深さを説く
白川文字学の
入門書です」

『虚空遍歴』
新潮文庫

山本周五郎（著）
一言……「たとえ
夢はかなわなくとも、
その夢を一生
追い求める

人生だってある･････」

〈お薦めの１冊〉

〈お薦めの１冊〉

〈座右の銘〉

一向一途一心

〈座右の銘〉

自分を大切に
生きる

留学生日本語教育センター

善如寺俊幸
ZENNYOJI Toshiyuki

保健管理センター

塚越昌幸
TSUKAGOSHI Masayuki
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News
東京外国語大学出版会刊行の注目の4冊

　歴史を学び、地域を探究する
ために、私たちは“過去からのメ
ッセージ”とどう向き合えばよい
のか─。本書は、古今東西の
歴史的な画像を歴史研究・地域
研究の史料として扱うための方法
と意義を、「画像を読み解く」「画

像を造る／破壊する」「画像が語
る」の3部構成のもと、鋭い着眼点
と魅力的な発想法によって論じて
います。豊富な画像史料をカラ
ーで収載し、本学の教員19名が
世界と歴史の実相に迫る、画期
的な史料論です。

『画像史料論─世界史の読み方』

吉田ゆり子、八尾師誠、
千葉敏之 編
2014年4月10日発行
A5判／並製／326頁
定価：本体2,800円＋税

国連アカデミック・インパクトに参加

　東京外国語大学は、国連アカ
デミック・インパクトに参加しまし
た。国連アカデミック・インパクト

（UN Academic Impact / UNAI）
は、国連広報局（DPI）アウトリー
チ部が行っているプログラムです。
大学をはじめとする世界の高等教
育機関と国連との連携を促し、そ
れにより、世界の高等教育機関
が国連の業務・活動へ積極的に
かかわることができる仕組みを作
ることを目的としています。

国連アカデミック・インパクトに参加している世界の高等教育機関は、
次の原則を支持し、その実現に向け、さまざまな活動を積極的に展開していきます。

原則1：国連憲章の原則を推進し、実現する 
原則2：探求、意見、演説の自由を認める 
原則3：性別、人種、宗教、民族を問わず、
　　　 全ての人に教育の機会を提供する 
原則4：高等教育に必要とされるスキル、
　　　 知識を習得する機会を全ての人に提供する 
原則5：世界各国の高等教育制度において、能力を育成する 
原則6：人々 の国際市民としての意識を高める
原則7：平和、紛争解決を促す 
原則8：貧困問題に取り組む 
原則9：持続可能性を推進する 
原則10：異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く

　舞台は1950年代、マレーシ
ア・ペラ州のとあるカンポン（＝
村）。高床式の木造家屋に響きわ
たる歌声、大きなゴム園、自転車
での買い出しや、午後5時の郵便
列車、コーラン塾、川遊びに魚と
り、そして割礼……。当時の村
での暮らしぶりや、人々が忘れて
しまったかつての風景が、懐かし
くも鮮やかに浮かび上がります。

10代前半から漫画家として活動
を始めたというラットが、輝ける
少年時代を丹念にたどり、ユーモ
ラスにして詩情あふれる筆致で描
いた傑作漫画。世界で読み継が
れてきたマレーシアの古典的名作
を、マレー語からの新訳でお届け
します。東京外国語大学出版会
とマレーシア翻訳・書籍センター
による共同出版。

『カンポンボーイ』

ラット 作
左右田直規 監訳　稗田奈津江 訳
2014年6月30日発行
A5判ヨコ／並製／160頁
定価：本体1,800円＋税

　フィールドワーカーとは、どん
な手法で、どのようなフィールドワ
ークを行っているのか─。「フ
ィールドに入る」「フィールドワー
クを支えるもの」「過去をフィール
ドワークする」の3部構成で、歴史
学・言語学・人類学の研究者17

名が、アジアからアフリカにかけ
ての広範な地域を対象に、フィー
ルドとのかかわりを語ります。日
常と、世界と、知を「フィールドワ
ーク」するための入門書。本学ア
ジア・アフリカ言語文化研究所
創立50周年記念出版。

『人はみなフィールドワーカーである─人文学のフィールドワークのすすめ』

西井凉子 編
2014年6月30日発行
A5判／並製／296頁
定価：本体2,300円＋税

　2013年3月に逝去された本学
名誉教授・山口昌男さんは、文
化人類学という学問領域を超え
て、戦後日本の思想界、読書界、
そして文化・芸術分野において、
多彩な足跡を残されました。本
書は、昨年6月に本学で開催され
た追悼シンポジウムの記録をはじ
め、故人との親交が深かった方々
によるエッセイ、知の探

フィールドワーカー

究者とし

ての足跡をたどり、その思考と想
像力を豊かに読み解く論考のほ
か、山口による貴重な重要論文

（単行本未収録）、詳細な研究・
著作目録と年譜などを収めた追
悼論集です。つとに旺盛な知的
好奇心と縦横無尽の行動力で知
られるこの“知の巨人”の人と思想
を通じて、未来の知性と文化への
展望を試みる一冊です。

『山口昌男 人類学的思考の沃野』（近刊）

真島一郎、川村伸秀 編
2014年8月下旬発行予定
A5判／並製／456頁
予価：本体3,200円＋税

　東京外国語大学は、全国の6つ
の外国語大学（関西外国語大学／
神田外語大学／京都外国語大学
／神戸市外国語大学／長崎外国
語大学／名古屋外国語大学）と外

大連合憲章を締結し、2014年6月
26日に全国外大連合憲章調印式
を行いました。今後、憲章に基づき
各大学間の連携を深めていくことに
なります。

全国外大連合憲章調印式

東京外国語大学は国連アカデミックインパクトに参加しています

第 一 条：人 人 生 而 自 由 , 在 尊 严 和 权 利 上 一 律 平 等。 他 们 赋 有 理 性 和 良 心 , 并 应 以 兄 弟 关 系 的 精 神 相 对 待。

제 1 조 ：모든 인간은 태어날 때부터 자유로우며 그 존엄과 권리에 있어 동등하다. 인간은 천부적으로 이성과 양심을 부여받았으며 서로 형제애의 정신으로 행동하여야 한다.

Article 1: All human beings are born free and equal in dignity and rights. They are endowed with reason and conscience and should act towards one another in a spirit of brotherhood.

Tokyo University of Foreign Studies participates in UN Academic Impact.

Artikel 1: Alle Menschen sind frei und gleich an Würde und Rechten geboren. Sie sind mit Vernunft und Gewissen begabt und sollen einander im Geiste der Brüderlichkeit begegnen.

Article premier: Tous les êtres humains naissent libres et égaux en dignité et en droits. Ils sont doués de raison et de conscience et doivent agir les uns envers les autres dans un esprit de fraternité.
Articolo 1: Tutti gli esseri umani nascono liberi ed eguali in dignità e diritti. Essi sono dotati di ragione e di coscienza e devono agire gli uni verso gli altri in spirito di fratellanza.

Artículo 1: Todos los seres humanos nacen libres e iguales en dignidad y derechos y, dotados como están de razón y conciencia, deben comportarse fraternalmente los unos con los otros.
Artigo 1°: Todos os seres humanos nascem livres e iguais em dignidade e em direitos. Dotados de razão e de consciência, devem agir uns para com os outros em espírito de fraternidade.

Artykuł 1: Wszyscy ludzie rodzą się wolni i równi pod względem swej godności i swych praw. Są oni obdarzeni rozumem i sumieniem i powinni postępować wobec innych w duchu braterstwa.
Článek 1: Všichni lidé rodí se svobodní a sobě rovní co do důstojnosti a práv. Jsou nadáni rozumem a svědomím a mají spolu jednat v duchu bratrství.

अनुच्छेद १  सभी मनुष्यों को गौरव और अधिकारों के मामले में जन्मजात स्वतन्त्रता और समानता प्राप्त है। उन्हें बुद्धि और अन्तरात्मा की देन प्राप्त है और परस्पर उन्हें भाईचारे के भाव से बर्ताव करना चाहिए।

Pasal 1: Semua orang dilahirkan merdeka dan mempunyai martabat dan hak-hak yang sama. Mereka dikaruniai akal dan hati nurani dan hendaknya bergaul satu sama lain dalam semangat persaudaraan.
Perkara 1.: Semua manusia dilahirkan bebas dan samarata dari segi kemuliaan dan hak-hak. Mereka mempunyai pemikiran dan perasaan hati dan hendaklah bertindak di antara satu sama lain dengan semangat persaudaraan.

Artikulo 1: Ang lahat ng tao'y isinilang na malaya at pantay-pantay sa karangalan at mga karapatan. Sila'y pinagkalooban ng katwiran at budhi at dapat magpalagayan ang isa't isa sa diwa ng pagkakapatiran.

Madde 1: Bütün insanlar hür, haysiyet ve haklar bakımından eşit doğarlar. Akıl ve vicdana sahiptirler ve birbirlerine karşı kardeşlik zihniyeti ile hareket etmelidirler.

ধারা ১  সমস্ত মানুষ স্বাধীনভাবে সমান মর্যাদা এবং অধিকার নিয়ে জন্মগ্রহণ করে। তাঁদের বিবেক এবং বুদ্ধি আছে; সুতরাং সকলেরই একে অপরের প্রতি ভ্রাতূত্বসুলভ মনোভাব নিয়ে আচরণ করা উচিৎ। 

Статья 1: Все люди рождаются свободными и равными в своем достоинстве и правах. Они наделены разумом и совестью и должны поступать в отношении друг друга в духе братства.

世界人権宣言　第１条：すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である。人間は、理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。

協定書を持つ
各大学長と協定書

世界人権宣言 第1条 27言語訳

30GLOBE Voice 2014, Number 9GLOBE Voice 2014, Number 931

0101010101原則10：異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く010101原則10：異文化間の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く01010101ld act towards one another in a spirit of brotherhood.01ld act towards one another in a spirit of brotherhood.ld act towards one another in a spirit of brotherhood.
n einander im Geiste der Brüderlichkeit begegnen.01n einander im Geiste der Brüderlichkeit begegnen.n einander im Geiste der Brüderlichkeit begegnen.

m i powinni postępować wobec innych w duchu braterstwa.01m i powinni postępować wobec innych w duchu braterstwa.m i powinni postępować wobec innych w duchu braterstwa.
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